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国語教育・日本語教育における筆順指導の実態及び意識に関する研究
愛媛大学附属高等学校　教諭　秋山 英治

 はじめに 

 　国語教育において、漢字の筆順指導は、漢字学習初期段階（小学校低学年）で盛んに行われ
ている。そのため、熱心な学習者の多くは、学校で学んだ筆順が「正しい筆順」つまり「絶対
的なもの」と認識している。しかし、漢字には、同じ字体を持ちながら、日本と中国とで異な
る筆順をとる字や、時代によって異なる筆順をとる字があり、本来筆順は絶対的なものではな
い。漢字学習における一つの目安としての筆順が、なぜ「正しい筆順＝絶対的なもの」として
認識されるようになった（なっている）のだろうか。 

 　従来、筆順に関しては、国語教育（特に書写教育）や筆跡鑑定の分野において盛んに研究さ
れてきた。それら従来の研究の多くは、調査対象者がどのような筆順をとるのか、規範となる
筆順との相違（正誤）に関する研究（筆順の実態に関する研究）や、筆順の実態を踏まえどの
ように指導するかに関する研究（筆順指導法に関する研究）であり、これら以外の研究は進展
してこなかった。そこで筆者は、従来あまり研究されることのなかった「筆順指導」をテーマ
にとりあげ、特に以下の2点に注目して研究を進めてきた。 

 　（1）筆順指導がどのように行われているか………………………筆順指導の実態 

 　（2）筆順指導に対してどのような意識を抱いているか…………筆順指導に対する意識 

 　このような中、財団法人 日本漢字能力検定協会による「平成23年度漢字・日本語教育研究
助成制度」を受ける機会に恵まれた。この助成により、平成23（2011）年7月から平成24（2012）
年3月までの9か月に渡り、これまで調査してきた国語教育においてその調査範囲を広げると
ともに、日本語教育にまで調査範囲を広げ、延べ1300人を超える大規模なアンケート調査を
行うことができた。本報告書は、その研究成果をまとめたものである。 

 　本研究は、今までにない新たな観点から行った研究である。荒削りな部分も多く問題も残さ
れているが、本研究の成果が、これまで筆順指導の意義を十分に教えることのできていなかっ
た国語教育において、筆順指導ひいては漢字指導の在り方を見直す契機となるとともに、年々
学習者が増加している日本語教育において、効率的かつ意義ある漢字学習法を開発するその一
助となれば幸甚である。 
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   第1部  　調査の目的と調査方法 

 1．調査の目的と背景 

 　現在、漢字に対する関心が非常に高い。財団法人 日本漢字能力検定協会によれば、平成22

年度に日本漢字能力検定を受検した人数は232万人を超えており、受検者の年齢も3歳から
101歳までと実に幅広いものとなっている。 

 　国語教育においても、漢字指導は熱心に行われている。しかし、熱心に行われているがゆえ
に、一方で「行き過ぎた指導」という問題も生じている。阿辻哲次（2008）によれば、学校教
育において、漢字のハネやハライ、トメの書き方あるいは筆順など非常に細かく指導している
ために、学習者に「過度に過酷な要求」をし、学習者の意欲が減退することが指摘されている。 

 　同様の問題は、年々学習者が増加している日本語教育においても生じている。日本語教師と
して必要な心構えや問題点などをまとめた斎藤明・坂根慶子（1989）によれば、日本語教育で
は、ハネやトメなどが非常に厳しい基準になりがちで、学習者に必要以上の負担をかける傾向
にあることが指摘されている。 

 　このような状況下にあって、筆者は、国語教育及び日本語教育における漢字学習・指導の在
り方を考えるために、筆順に焦点をあてて研究を行ってきた。 

 　筆順指導に関する研究は、国語教育（主に書写教育）や筆跡鑑定の分野で盛んに行われてき
たが、それらの多くは、筆順の実態に関する研究や筆順指導法に関する研究であり、それら以
外の研究は進展していない。日本語教育でも、筆順のことは話題によくあがるものの、研究と
してはあまり行われていない。そこで、秋山英治（2010）では、従来あまり研究されることの
なかった「筆順指導」をテーマとしてとりあげ、高校生を対象にアンケート調査を行った。そ
の結果、 

 ①高校生の95％以上の比率で筆順指導を受けてきていること 

 ②その筆順指導は小学校のみであること 

 ③筆順指導は、女子よりも男子の方が長期間に渡っていること 

 ④ 筆順指導を必要としている比率が32％、不必要としている比率が23％で、半数近くは
どちらでもないと考えていること 

 ⑤ 筆順指導は、男子よりも女子の方が必要と考える傾向にあること（相対的に女子よりも
男子の方が不必要と考える傾向にあること） 

 ⑥筆順指導を必要と考える主な理由が、きれいな字を書くためであること 

 ⑦ 筆順指導を不必要と考える主な理由が、文字が書ければそれでよい（筆順に気を付けな
くても正しい字が書ける）ということ

などが明らかになった。 

 　本研究では、これらの研究成果をもとに、小学校・中学校、さらに日本語教育にまで調査範
囲を広げ、筆順指導の実態及び筆順指導に対する意識の調査研究を行った。 
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 2．調査方法 

 　筆順指導の実態及び筆順指導に対する意識を明らかにするために、アンケート調査を行った。 
 　調査対象者を、調査目標人数とともに示すと、以下のようになる。 

 　　（1）国語教育 

 　　　　　●漢字学習者 

 　　　　　　・小学生…………200人 

 　　　　　　・中学生…………200人 

 　　　　　●漢字指導者 

 　　　　　　・小学校教員……100人 

 　　　　　　・中学校教員……100人 

 　　（2）日本語教育 

 　　　　　●漢字学習者：日本語学習者……200人 

 　　　　　●漢字指導者：日本語教員………100人 

 　これらの調査対象者にアンケート調査を実施するために、秋山英治（2010）をもとに、それ
ぞれ6種類のアンケート調査票を作成した。ただし、日本語学習者については、日本語による
アンケート調査票での回答が困難な学習者もいるため、英語によるアンケート調査票も作成し
た。なお、英語によるアンケート調査を含めた7種類のアンケート調査票については、巻末資
料として末尾に掲げる。 

 　アンケート調査の質問項目については、調査対象者によって一部異なっている部分もあるが、
それぞれの結果が比較できるように、漢字学習者（小学生・中学生・日本語学習者）と漢字指
導者（小学校教員・中学校教員・日本語教員）で共通するように作成した。また、国語教育と
日本語教育も比較できる項目も作成した。それら質問項目の主なものをあげると、次のように
なる。 

 　　（1）漢字学習者（小学生・中学生・日本語学習者） 

 　　　　　①学年（日本語学習者については、出身国・使用言語・日本語学習歴等） 

 　　　　　②性別 

 　　　　　③漢字学習の好き嫌い 

 　　　　　④漢字を書く時に注意していること 

 　　　　　⑤筆順指導を受けてきた（受けている）か 

 　　　　　　（ア） 受けてきたと回答した場合、いつまで受けてきたか、なぜ筆順指導が必要か、
筆順指導を受けてどのような変化があったか 

 　　　　　　（イ）受けてこなかったと回答した場合、筆順指導を受けたかったか 

 　　　　　⑥筆順指導は必要か 

 　　　　　　（ア）必要と回答した場合、なぜ必要か、いつ受けるのが適当か 

 　　　　　　（イ）必要ないと回答した場合、なぜ必要ないのか 

 　　　　　⑦筆順が違う人を見てどう感じるか 

 　　　　　⑧漢字を学習する上で問題があるか 

 　　（2）漢字指導者（小学校教員・中学校教員・日本語教員） 

 　　　　　①担当学年 
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 　　　　　②性別 

 　　　　　③年代 

 　　　　　④主要担当教科・科目（日本語教員については、日本語教育指導歴） 

 　　　　　⑤漢字指導を積極的に行っているか 

 　　　　　⑥筆順指導を行っているか 

 　　　　　　（ア） 行っていると回答した場合、なぜ筆順指導を行っているのか、行うことによっ
てどのような変化があったか 

 　　　　　　（イ）行っていないと回答した場合、なぜ筆順指導を行っていないのか 

 　　　　　⑦筆順指導は必要か 

 　　　　　　（ア）必要と回答した場合、なぜ必要か、いつ行うのが適当か 

 　　　　　　（イ）必要ないと回答した場合、なぜ必要ないのか 

 　　　　　⑧板書において注意していることは何か 

 　　　　　⑨筆順が違う人を見てどう感じるか 

 　　　　　⑩漢字指導を行う上で問題があるか 

 　　　　　⑪筆順が絶対的なものではないということを知っていたか 

 　　　　　　（ア）知らなかったと回答した場合、知って考えに変化があったか 

　アンケート調査は、小学校・中学校、日本語教育の諸機関に依頼した。アンケート調査票の
回収数を合わせて示すと、以下の【表1】～【表3】のようになる。
　中学校について、中学生は438人と調査目標人数（200人）を200人以上超えることができ
たが、中学校教員は84人と調査目標人数（100人）を超えることができなかった。課題として
残るが、本研究では、ご協力いただいた人数で結果の分析を行うこととする。
　日本語教育機関については、大学を中心に、短期大学、専門学校、非営利国際交流ボランティ
ア団体等にご協力いただいた。また、多くの日本語教員の方々にもご協力いただき、日本国内
だけでなく外国で日本語を教えている方々にもご協力いただくことができた（日本語教員の所
属機関は、ご紹介いただいた方の所属する機関名に含めた）。多くの日本語教員の方々のご協
力を得ることができたが、調査目標人数（100人）を超えることができなかった。課題として
残るが、本研究では、ご協力いただいた人数で結果の分析を行うこととする。

【表1】アンケート調査対象機関と調査票回収人数（小学校）
単位（人）

児　童 教　員

①東京学芸大学附属小金井小学校 70 20

②金沢大学附属小学校 67 24

③岡山大学教育学部附属小学校 59 23

④香川大学教育学部附属高松小学校 39 15

⑤愛媛大学教育学部附属小学校 76 23

⑥宮崎大学教育文化学部附属小学校 66 14

合　　　　　　　計 377 119
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【表2】アンケート調査対象機関と調査票回収人数（中学校）
単位（人）

生　徒 教　員

①立命館宇治中学校 65 20

②鳴門教育大学附属中学校 36 18

③愛媛大学教育学部附属中学校 80 25

④福岡教育大学附属福岡中学校 117 0

⑤福岡教育大学附属久留米中学校 67 15

⑥福岡教育大学附属小倉中学校 73 6

合　　　　　　　計 438 84

【表3】アンケート調査対象機関と調査票回収人数（日本語教育機関）
単位（人）

学習者 教　員

①山形大学 30 5

②千葉大学 23 17

③東京農工大学 0 7

④中央学院大学 27 17

⑤京都精華大学 2 1

⑥香川大学 28 9

⑦徳島大学 23 2

⑧愛媛大学 35 7

⑨松山東雲女子大学 24 0

⑩愛媛女子短期大学 16 2

⑪長崎外国語大学 0 3

⑫英数学館岡山校 17 1

⑬えひめ JASL（愛媛国際日本語研修会） 9 7

合　　　　　　　計 234 78

　以下、国語教育（小学校・中学校）・日本語教育におけるアンケート調査の結果について、
それぞれ漢字学習者と漢字指導者に分けて分析を行っていく。
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第2部　国語教育における調査結果の分析

第1章　国語教育における漢字学習者の調査結果の分析

1.1．小学生における調査結果の分析
 1.1.1．学年について 

 　小学校のアンケート調査は当初、低学年・中学年・高学年
の3つの学年層に分けて実施する予定であった。しかし、あ
る小学校教員の方から、低学年・中学年にアンケート調査を
行うのは困難であるとご指摘を受けた。そこで、今回のアン
ケート調査は、高学年（5・6年生）のみを対象に実施した。
その結果を示すと、【図①1】のようになる。 

 　【図①1】より、6年生の比率が55％と5年生より10％程度
多くなっている。 

 1.1.2．性別について 

 　性別について、その結果を示すと、【図①2】のようになる。 

 　【図①2】より、男子の比率が51％、女子の比率が49％で
ほぼ同じとなっている。これは、各小学校にアンケート調査
を依頼する際、男子・女子がある程度均等になるようにお願
いしたことによる。 

 　これより以降の結果については、性別（小学生全体・小学
生男子・小学生女子）に分けて見ていくこととする。 

 1.1.3．漢字学習に対する好き嫌いについて 

 　漢字学習が好きか嫌いかについて、3つの選択肢（「①好き」「②きらい」「③どちらでもない」）
を設け、尋ねた。その結果を、小学生全体・小学生男子・小学生女子に分けて示すと、【図①
3 ― 1】【図①3 ― 2】【図①3 ― 3】のようになる。 

 　【図①3 ― 1】より、小学生全体では、最も高い比率を示しているのが「③どちらでもない」
の46％で、「①好き」は40％、「②きらい」は14％である。「①好き」と「③どちらでもない」
とで大きく2つに分かれていることがわかる。 

 　【図①3 ― 2】【図①3 ― 3】より、性別によって好き嫌いに差があることがわかる。小学生男子
は小学生女子よりも「①好き」の比率が5％低く、「②きらい」の比率が14％高い。小学生男
子は、小学生女子よりも漢字学習を嫌っている。 

 　一方、女子は、「②きらい」の比率が7％と低く、半数以上が「③どちらでもない」と回答
している。小学生女子は、小学生男子と比べて、漢字学習に対して肯定的に捉える傾向にある
ことがわかる。 

6年生6年生
55％55％

5年生5年生
45％45％6年生

55％

5年生
45％

【図①1】小学生全体

【図①2】小学生全体

女子女子
49％49％

男子男子
51％51％

女子
49％

男子
51％
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 1.1.4．漢字を書くときの注意点について 

 　漢字を書くときの注意点について、7つの選択肢（「①きれいさ（美しさ）」「②読みやすさ」
「③大きさ」「④はやさ（スピード）」「⑤書き順」（筆順）「⑥なにも注意していない」「⑦その他」）
を設け、複数回答可で尋ねた。その結果を、小学生全体・小学生男子・小学生女子に分けて示
すと、【図①4 ― 1】【図①4 ― 2】【図①4 ― 3】のようになる。 

 　【図①4 ― 1】より、小学生全体では、「④はやさ」が22％で最も比率が高く、その次に「①き
れいさ」「⑤書き順」がともに20％で高い比率を示している。その他、「②読みやすさ」が
18％、「③大きさ」が15％となっている。一方、「⑥なにも注意していない」はわずか3％である。
これらの結果から、大半の小学生が何かしらに注意して漢字を書いていることがわかる。 

 　【図①4 ― 2】【図①4 ― 3】より、性別によって、漢字を書くときの注意点に大きな違いが見ら
れる。小学生男子では、「④はやさ」が32％と最も高い比率を示しているが、2番目に高い「⑤
書き順」と大きく差が開いている。一方、小学生女子は、小学生男子と比べて、最も比率の高
い「①きれいさ」から5番目に高い「④はやさ」まであまり差が開いていない。小学生男子は、
主に1つのこと（「④はやさ」）に注意を払う傾向があるのに対し、小学生女子は1つに絞るの
ではなく様々なことに注意を払う傾向があることがわかる。 

 1.1.5．筆順指導の有無について 

 　筆順指導を受けているか、その有無について、3つの選択肢（「①今も習っている」「②習っ
ていた（習っていた学年）」、「③今まで習ったことはない」）を設け、尋ねた。その結果を、小
学生全体・小学生男子・小学生女子に分けて示すと、【図①5 ― 1】【図①5 ― 2】【図①5 ― 3】のよ
うになる。 
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【図①4―1】小学生全体
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していない

4％

⑦その他
2％ ⑧無回答

0％

⑤書き順
26％

【図①4―2】小学生男子

⑦その他⑦その他
2％2％ ⑧無回答⑧無回答

0％0％
①きれいさ①きれいさ

23％23％

②読みやすさ②読みやすさ
21％21％

④はやさ④はやさ
16％16％
④はやさ

16％

⑤書き順⑤書き順
18％18％

⑥なにも注意⑥なにも注意
していないしていない

2％2％

⑦その他
2％ ⑧無回答

0％
①きれいさ

23％

②読みやすさ
21％

③大きさ③大きさ
18％18％
③大きさ

18％

⑥なにも注意
していない

2％ ⑤書き順
18％

【図①4―3】小学生女子

【図①3―1】小学生全体

③どちらでも③どちらでも
ないない
46％46％

①好き①好き
40％40％

②きらい②きらい
14％14％
②きらい

14％

③どちらでも
ない
46％

①好き
40％

②きらい②きらい
21％21％
②きらい

21％

③どちらでも③どちらでも
ないない
42％42％

③どちらでも
ない
42％

①好き①好き
37％37％
①好き
37％

【図①3―2】小学生男子 【図①3―3】小学生女子

③どちらでも③どちらでも
ないない
51％51％

①好き①好き
42％42％③どちらでも

ない
51％

①好き
42％

②きらい
7％
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 　【図①5 ― 1】より、小学生全体では、「①今も習っている」の比率が59％、「②習っていた」
の比率が37％となっており、大半の小学生が筆順指導を受けている（受けていた）ことがわ
かる。 

 　【図①5 ― 2】【図①5 ― 3】より、小学生男子・小学生女子ともに、小学生全体とほぼ同じ比率
となっており、性別による差はない。 

 　「②習っていた」について、その内訳を見ると、「小学校4年生まで」という回答が最も多
く、小学生全体の31％を占める。小学校1年生から小学校4年生までを含めた比率は66％を占
めており、多くの小学生は小学校4年生まで筆順指導を受けてきていることがわかる。しかし、
「小学校6年生（前半）まで」という回答も多く、小学生全体の24％を占める。小学生のアン
ケート調査の約半数が小学校5年生であることから考えると、「小学校6年生（前半）まで」の
24％という比率は非常に高い。「ごく最近まで筆順指導を受けていた」ということであろう。 

 　その他、小学校によって、「①今も習っている」の比率に違いが見られる。最も高い比率を
示す小学校は97％で、ほとんどの小学生が今も習っている。一方、最も低い比率を示す小学
校は34％で、その差が60％以上ある（小学校平均は58.9％）。小学校によって、どの段階まで
筆順指導を実施するか、教育方針の違いが明確にあらわれている。 

 1.1.5.1．筆順指導を受ける理由について 

 　1.1.5.の質問で「①今も習っている」「②習っていた」と回答した小学生に、筆順指導を受け
ている（受けた）理由について、7つの選択肢（「①字がきれいに書けるようになるから」「②
字が書きやすくなるから」「③書き順を習うのはあたりまえだから」「④テストなど問題に出る
から」「⑤字の成り立ちがわかるから」「⑥字が覚えやすくなるから」「⑦その他」）を設け、複
数回答可で尋ねた。その結果を、小学生全体・小学生男子・小学生女子に分けて示すと、【図
①5 ― 1 ― 1】【図①5 ― 2 ― 1】【図①5 ― 3 ― 1】のようになる。 

 　【図①5 ― 1 ― 1】より、小学生全体では、「①字がきれいに書けるようになるから」が22％と最
も比率が高く、小学生たちは、筆順指導を受ける理由を「字がきれいに書けるようになるから」
と考えていることがわかる。しかし、2番目に比率が高い「②字が書きやすくなるから」から
6番目に比率が高い「③書き順を習うのはあたりまえだから」までそれほど大きな差はなく、
筆順指導を受ける理由が比較的幅広く捉えられている。 

 　【図①5 ― 2 ― 1】【図①5 ― 3 ― 1】より、小学生男子・小学生女子ともに小学生全体とほぼ同じ比
率となっており、性別による差はない。 

①今も習って①今も習って
いるいる
59％59％

①今も習って
いる
59％

②習っていた②習っていた
37％37％

②習っていた
37％

③今まで受けた③今まで受けた
ことがないことがない

4％4％

④無回答④無回答
0％0％

③今まで習った
ことはない

4％

④無回答
0％

【図①5―1】小学生全体

③今まで受けた③今まで受けた
ことがないことがない

3％3％

②習っていた②習っていた
35％35％

②習っていた
35％ ①今も習って①今も習って

いるいる
61％61％

①今も習って
いる
61％

④無回答④無回答
1％1％

③今まで習った
ことはない

3％

④無回答
1％

【図①5―3】小学生女子

①今も習って①今も習って
いるいる
57％57％

①今も習って
いる
57％

②習っていた②習っていた
38％38％

②習っていた
38％

③今まで受けた③今まで受けた
ことがないことがない

5％5％

④無回答④無回答
0％0％③今まで習った

ことはない
5％

④無回答
0％

【図①5―2】小学生男子
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①字がきれいに書けるようになるから
②字が書きやすくなるから
③書き順を習うのはあたりまえだから
④テストなど問題に出るから
⑤字の成り立ちがわかるから
⑥字が覚えやすくなるから
⑦その他
⑧無回答

 1.1.5.2．筆順指導を受けての変化について 

 　1.1.5.の質問で「①今も習っている」「②習っていた」と回答した小学生に、筆順指導を受け
てどのような変化があったかについて、7つの選択肢（「①字がきれいに書けるようになった」
「②字が書きやすくなった」「③テストなどで答えられるようになった」「④字の成り立ちがわ
かるようになった」「⑤字が覚えやすくなった」「⑥何も変わらなかった」「⑦その他」）を設け、
複数回答可で尋ねた。その結果を、小学生全体・小学生男子・小学生女子に分けて示すと、【図
①5 ― 1 ― 2】【図①5 ― 2 ― 2】【図①5 ― 3 ― 2】のようになる。 

⑦⑦
1％1％

⑧
1％1％

①
22％22％
①

22％

②
20％20％
②

20％
④

15％15％
④

15％

⑤
15％15％
⑤

15％

⑥
16％16％
⑥

16％

⑦
1％

⑧
1％

③
10％10％
③

10％

【図①5―1―1】小学生全体 【図①5―2―1】小学生男子

⑦
1％1％

⑧
0％0％

①
23％23％
①

23％

②
21％21％
②

21％

③
10％10％
③

10％

④
16％16％
④

16％

⑤
13％13％
⑤

13％

⑥
16％16％
⑥

16％

⑦
1％

⑧
0％

【図①5―3―1】小学生女子

⑦
2％2％

⑧
1％1％

①
21％21％
①

21％

②
18％18％
②

18％

③
10％10％
③

10％
④

15％15％
④

15％

⑤
17％17％
⑤

17％

⑥
16％16％
⑥

16％

⑦
2％

⑧
1％

⑥
6％6％

⑦
1％1％

⑧
1％1％

①
17％17％
①

17％

②
23％23％
②

23％

③
20％20％
③

20％

④
13％13％
④

13％

⑤
19％19％
⑤

19％

⑥
6％

⑦
1％

⑧
1％

【図①5―1―2】小学生全体 【図①5―2―2】小学生男子

②
24％24％

⑥
7％7％

⑦
1％1％

⑧
1％1％

①
19％19％
①

19％

②
24％

③
21％21％
③

21％

④
10％10％
④

10％

⑤
17％17％
⑤

17％

⑥
7％

⑦
1％

⑧
1％

①
18％18％

②
21％21％

③
20％20％

④
15％15％

⑤
20％20％

⑥
5％5％

⑦
1％1％

⑧
0％0％

①
18％

②
21％

③
20％

④
15％

⑤
20％

⑥
5％

⑦
1％

⑧
0％

【図①5―3―2】小学生女子

①字がきれいに書けるようになった
②字が書きやすくなった
③テストなどで答えられるようになった
④字の成り立ちがわかるようになった
⑤字が覚えやすくなった
⑥何も変わらなかった
⑦その他
⑧無回答
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 　【図①5 ― 1 ― 2】より、小学生全体では、「②字が書きやすくなった」が23％と最も比率が高い。
「③テストなどで答えられるようになった」などその他の選択肢もある程度の比率を示してい
る（「⑥何も変わらなかった」の比率が6％と非常に少ない）ことから、小学生たちは筆順指
導を受けることによって何らかの効果があったと捉えていることがわかる。 

 　【図①5 ― 2 ― 2】【図①5 ― 3 ― 2】より、小学生男子・小学生女子ともに小学生全体とほぼ同じ比
率となっており、性別による差はない。 

 1.1.5.3．筆順指導を受けてこなかった小学生について 

 　1.1.5.の質問で筆順を「③今まで習ったことはない」と回答した小学生に、筆順指導を受け
たかったかどうかについて、3つの選択肢（「①習いたかった」「②習いたくなかった」「③ど
ちらでもない」）を設け、尋ねた。ただし、1.1.5.で「③今まで習ったことはない」と回答した
比率は、小学生全体の4％（16人）と非常に少ない。そこで、その結果を、以下の【表4】の
ように、小学生全体・小学生男子・小学生女子に分けて実人数で示す。 

【表4】筆順指導を受けたかったか（小学生）

全　体 男　子 女　子

①習いたかった  0人 0人 0人

②習いたくなかった  3人 2人 1人

③どちらでもない 12人 7人 5人

④無回答  1人 1人 0人

 　【表4】より、「③どちらでもない」が12人と最も多くなっている。その次が「②習いたくな
かった」の3人で、「①習いたかった」という回答は見られない。筆順指導を受けてこなかっ
た小学生にとって筆順指導は主体的に受けたいものではないと捉えられていることがわかる。 

 1.1.6．筆順指導の必要性について 

 　筆順指導の必要性について、3つの選択肢（「①習うべき」「②習わなくてよい」「③どちら
でもない」）を設け、尋ねた。その結果を、小学生全体・小学生男子・小学生女子に分けて示
すと、【図①6 ― 1】【図①6 ― 2】【図①6 ― 3】のようになる。 

 　【図①6 ― 1】より、小学生全体では、「①習うべき」と回答した比率が80％と高く、小学生た
ちの多くが、筆順指導を「習うべき」だと捉えていることがわかる。 

 　【図①6 ― 2】【図①6 ― 3】より、小学生男子が小学生女子より「②習わなくてよい」の比率が

【図①6―1】小学生全体

②必要ない②必要ない
6％6％

④無回答④無回答
0％0％

①習うべき①習うべき
80％80％

①習うべき
80％

②習わなくてよい
6％

③どちらでも③どちらでも
ないない
14％14％

③どちらでも
ない
14％

④無回答
0％

【図①6―2】小学生男子

①習うべき①習うべき
80％80％

①習うべき
80％

②習わなくてよい
8％

③どちらでも③どちらでも
ないない
12％12％

③どちらでも
ない
12％

④無回答④無回答
0％0％

④無回答
0％

【図①6―3】小学生女子

①習うべき①習うべき
80％80％

①習うべき
80％

②必要ない②必要ない
4％4％

②習わなく
てよい

4％

③どちらでも③どちらでも
ないない
16％16％

③どちらでも
ない
16％

④無回答④無回答
0％0％

④無回答
0％
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高くなっているが、大きな差ではない。小学校全体とほぼ同じ比率であることから、性別によ
る差はないと言える。 

 1.1.6.1．筆順指導が必要である理由について 

 　1.1.6.の質問で筆順指導を「①習うべき」と回答した小学生に、筆順指導が必要な理由につ
いて、7つの選択肢（「①字がきれいに書けるようになるから」「②字が書きやすくなるから」「③
書き順を習うのはあたりまえだから」「④テストなど問題に出るから」「⑤字の成り立ちがわか
るから」「⑥字が覚えやすくなるから」「⑦その他」）を設け、複数回答可で尋ねた。その結果を、
小学生全体・小学生男子・小学生女子に分けて示すと、【図①6 ― 1 ― 1】【図①6 ― 2 ― 1】【図①6 ― 3 ―
 1】のようになる。 

 　【図①6 ― 1 ― 1】より、小学生全体では、「①字がきれいに書けるようになるから」が22％で最
も比率が高い。しかし、2番目に比率が高い「②字が書きやすくなるから」から6番目に比率
が高い「③書き順を習うのはあたりまえだから」までそれほど大きな差はなく、小学生たちに
とって書き順指導が必要な理由が幅広く捉えられている。 

 　【図①6 ― 2 ― 1】【図①6 ― 3 ― 1】より、小学生男子・小学生女子ともに小学生全体とほぼ同じ比
率になっており、性別による差はない。 

 　これら小学生全体・小学生男子・小学生女子の結果は、1.1.5.1.の「筆順指導を受ける理由」
とほぼ同じ結果となっている。筆順指導を受ける理由と筆順指導を必要と考える理由とが共通
しているということである。 

①字がきれいに書けるようになるから
②字が書きやすくなるから
③書き順を習うのはあたりまえだから
④テストなどの問題に出るから
⑤字の成り立ちがわかるから
⑥字が覚えやすくなるから
⑦その他
⑧無回答

①
22％22％
①

22％

②
20％20％
②

20％
③

11％11％
③

11％

④
15％15％
④

15％

⑤
13％13％
⑤

13％

⑥
16％16％
⑥

16％

⑦
2％2％
⑦
2％

⑧
1％1％
⑧
1％

【図①6―1―1】小学生全体

①①
23％23％
①

23％

②
21％21％
②

21％
③

10％10％
③

10％

④
15％15％
④

15％

⑤
12％12％
⑤

12％

⑥
16％16％
⑥

16％

⑦
2％2％
⑦
2％

⑧
1％1％
⑧
1％

【図①6―2―1】小学生男子

①
21％21％
①

21％

②
19％19％
②

19％

③
10％10％
③

10％

④
15％15％
④

15％

⑤
15％15％
⑤

15％

⑥
16％16％
⑥

16％

⑦
3％3％
⑦
3％

⑧
1％1％
⑧
1％

【図①6―3―1】小学生女子
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 1.1.6.2．筆順指導に適切な時期について 

 　1.1.6.の質問で筆順指導を「①習うべき」と回答した小学生に、筆順指導を受けるのに適切
な時期について、8つの選択肢（「①小学校のあいだだけ」「②中学校のあいだだけ」「③高校
のあいだだけ」「④小学校と中学校と高校」「⑤小学校と中学校」「⑥小学校と高校」「⑦中学校
と高校」「⑧その他」）を設け、尋ねた。その結果を、小学生全体・小学生男子・小学生女子に
分けて示すと、【図①6 ― 1 ― 2】【図①6 ― 2 ― 2】【図①6 ― 3 ― 2】のようになる。 

 　【図①6 ― 1 ― 2】より、小学生全体では、半数近くの46％が「④小学校と中学校と高校」と回
答している。2番目に高い比率の「⑤小学校と中学校」と合わせると、74％が「小学校から中
学校まで」筆順指導が必要だと回答していることになる。小学生たちは長期間に渡って筆順指
導を受ける必要があると捉えている。 

 　【図①6 ― 2 ― 2】【図①6 ― 3 ― 2】より、小学生男子・小学生女子ともに小学生全体とほぼ同じ比
率となっており、性別による差はない。 

 1.1.6.3．筆順指導が不必要である理由について 

 　1.1.6.の質問で筆順は「②習わなくてよい」と回答した小学生に、筆順指導が必要でない理
由について、7つの選択肢（「①書き順を知らなくても字がきれいに書けるから」「②書き順を
知らなくても字が書ければそれでよいから」「③書きやすい順番で書いた方がよいから」「④書
き順を覚えるのがたいへんだから」「⑤書き順は自然に身につくものだから」「⑥テストなどに
出ることはないから」「⑦その他」）を設け、複数回答可で尋ねた。ただし、1.1.6.で「②習わ
なくてよい」と回答した比率は、小学生全体の6％（22人）と非常に少ない。そこで、その結
果について、小学生全体・小学生男子・小学生女子に分けて実人数を示すと【表5】のように
なる。 

【図①6―1―2】小学生全体
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【図①6―2―2】小学生男子
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【図①6―3―2】小学生女子
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【表5】筆順指導が必要でない理由（小学生）
全　体 男　子 女　子

①書き順を知らなくても字がきれいに書けるから  8人 5人 3人

②書き順を知らなくても字が書ければそれでよいから  9人 8人 1人

③書きやすい順番で書いた方がよいから 12人 8人 4人

④書き順を覚えるのがたいへんだから  7人 5人 2人

⑤書き順は自然に身につくものだから  6人 5人 1人

⑥テストなどに出ることはないから  1人 1人 0人

⑦その他  7人 4人 3人

⑧無回答  1人 1人 0人

 　【表5】より、「①書き順を知らなくても字がきれいに書けるから」「②書き順を知らなくて
も字が書ければそれでよいから」「③書きやすい順番で書いた方がよいから」などの回答が多
く見られる。これらの結果から、小学生たちは「書きやすさ」を重視していることがわかる。 

 　また、「④書き順を覚えるのがたいへんだから」も7人回答しており、「労力の軽減」を求め
ている。後述する1.1.8.の「漢字学習上での苦労」でも、多くの小学生は、漢字学習が「非常
に労力がかかる」ものであると述べている。小学生たちにとっていかに「労力を軽減」するか
が、大きな問題となっていることがわかる。 

 　「②書き順を知らなくても字が書ければそれでよいから」「③書きやすい順番で書いた方がよ
いから」「④書き順を覚えるのがたいへんだから」「⑤書き順は自然に身につくものだから」な
どの回答については、性別による差が見られる。しかし、回答者数が少ないことから断言する
ことができない。詳細については、今後の課題である。 

 1.1.7．他人の筆順について 

 　学校で学ぶ筆順と違う筆順で字を書く人を見てどのような印象を持つかについて、5つの選
択肢（「①とてもよい印象を持つ」「②ややよい印象を持つ」「③あまりよい印象は持たない」「④
まったくよい印象は持たない」「⑤別になにも思わない（よい印象も悪い印象も持たない）」）
を設け、尋ねた。その結果を、小学生全体・小学生男子・小学生女子に分けて示すと、【図①
7 ― 1】【図①7 ― 2】【図①7 ― 3】のようになる。 

 　【図①7 ― 1】より、小学生全体では、「⑤別になにも思わない」が45％と最も高い比率を示し、
半数近くの小学生が他人の筆順に対して「何も感じていない」ことがわかる。「③あまりよい
印象は持たない」と「④まったくよい印象は持たない」を合わせた「よい印象は持たない」の
比率は43％と半数近くになっている。小学生全体としては、「別になにも思わない」と「よい
印象は持たない」とがほぼ同じ比率で、二分している。 

 　【図①7 ― 2】【図①7 ― 3】より、小学生男子・小学生女子ともに小学生全体とほぼ同じ比率となっ
ており、性別による差はない。 



― 17 ―

国語教育・日本語教育における筆順指導の実態及び意識に関する研究

 1.1.8．漢字学習上での苦労について 

 　漢字学習上での苦労の有無について、2つの選択肢（「①苦労がない」「②苦労がある」）を
設け、尋ねた。その結果を、小学生全体・小学生男子・小学生女子に分けて示すと、【図①8 ― 1】
【図①8 ― 2】【図①8 ― 3】のようになる。 

 　【図①8 ― 1】より、小学生全体では、「②苦労がある」の比率が43％で、半数近くの小学生が
漢字学習上で何らかの問題を抱えていることがわかる。「②苦労がある」と回答したその具体
的な内容についての記述を見ると、「たくさんの漢字を覚えないといけない」「なかなか漢字が
覚えられない」「何回も書かないといけない（覚えられない）」「似た字が多くてなかなか覚え
られない」「同じ字でも音読みと訓読みなどいくつかの読み方があって覚えるのがたいへん」
といった回答が多く見られる。多くの小学生たちは、漢字を学習するにあたってスムーズに覚
えることができないこと、また覚えるにあたって何回も書かなければならないことに苦労を感
じている。1.1.6.3.でも述べたように、小学生たちは、漢字学習を「労力を要する」ものと捉
えており、いかに「労力を軽減する」かに苦心しているかがわかる。 

 　【図①8 ― 2】【図①8 ― 3】より、小学生男子は「②苦労がある」の比率が47％で、小学生女子
よりも高く（相対的に、「①苦労がない」の比率は小学生女子が高く）、小学生男子の方が、漢
字学習に困難を感じている。それは、「②苦労がある」についての具体的な記述からも言うこ
とができる。小学生男子の記述を見ると、「漢字を覚えるのがめんどう」「漢字を覚えるのがし
んどい」など漢字学習を嫌った回答が多い。小学生男子の方が小学生女子よりも漢字学習を嫌っ
ているという傾向は、1.1.3.の「漢字学習の好き嫌い」でも見られ、小学生男子は「労力の要
する」漢字学習に苦心している。 

【図①7―1】小学生全体 【図①7―2】小学生男子 【図①7―3】小学生女子
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 1.2．中学生における調査結果の分析 
 1.2.1．学年について 

 　学年について、その結果を示すと、【図②1】のように
なる。 

 　【図②1】より、若干差があるものの、1年生の比率が
29％、2年生の比率が37％、3年生の比率が34％と、ほぼ
同じになっている。これは、各中学校にアンケート調査を
依頼する際、学年がある程度均等になるようにお願いした
ことによる。ただし、小学生と同じ基準で分析するため、
学年別による分析は行わない。 

 1.2.2．性別について 

 　性別について、その結果を示すと、【図②2】のように
なる。 

 　男子の比率が49％、女子の比率が51％とほぼ同じになっ
ている。これは、各中学校にアンケート調査を依頼する際、
男子・女子がある程度均等になるようにお願いしたことに
よる。 

 　これより以降の結果については、性別（中学生全体・中
学生男子・中学生女子）に分けて見ていくこととする。 

 1.2.3．漢字学習に対する好き嫌いについて 

 　漢字学習が好きか嫌いかについて、3つの選択肢（「①好き」「②きらい」「③どちらでもない」）
を設け、尋ねた。その結果を、中学生全体・中学生男子・中学生女子に分けて示すと、【図②
3 ― 1】【図②3 ― 2】【図②3 ― 3】のようになる。 

 　【図②3 ― 1】より、中学生全体では、最も高い比率を示しているのが「③どちらでもない」
で50％である。中学生たちの半数は、「好き」でも「嫌い」でもないということがわかる。 

 　「好き」か「嫌い」かについて見ると、「①好き」の比率が24％、「②きらい」の比率が26％で、
ほぼ同じになっている。中学生全体の結果を小学生全体の結果と比較すると、「①好き」の比
率が小学生全体よりも16％低く、「②きらい」の比率が小学生全体よりも12％高い。中学生全
体は、小学生全体よりも漢字学習を嫌う傾向にあることがわかる。 
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【図②1】中学生全体
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【図②2】中学生全体
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【図②3―2】中学生男子
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 　【図②3 ― 2】【図②3 ― 3】より、中学生男子の方が、わずかに「②きらい」の比率が中学生女
子よりも高くなっているが、それほど大きな差ではない。中学生男子・中学生女子ともに、中
学生全体とほぼ同じ比率となっている。 

 1.2.4．漢字を書くときの注意点について 

 　漢字を書くときの注意点について、7つの選択肢（「①きれいさ（美しさ）」「②読みやすさ」
「③大きさ」「④はやさ（スピード）」「⑤書き順」（筆順）「⑥何も注意していない」「⑦その他」）
を設け、複数回答可で尋ねた。その結果を、中学生全体・中学生男子・中学生女子に分けて示
すと、【図②4 ― 1】【図②4 ― 2】【図②4 ― 3】のようになる。 

 　【図②4 ― 1】より、中学生全体では、「①きれいさ」が28％で最も比率が高く、その次に「②
読みやすさ」が22％、「④はやさ」が19％となっている。中学生全体では、小学生全体で2番
目に高い比率を示していた「⑤書き順」が5番目で比率も9％と低い。中学生全体は、小学生
全体よりも「筆順」を重視していないことがわかる。 

 　【図②4 ― 2】【図②4 ― 3】より、中学生男子・中学生女子ともに、中学生全体とほぼ同じ比率
となっている。しかし、細かく見ると、わずかではあるが、中学生女子は中学生男子よりも、
「①きれいさ」「②読みやすさ」の比率が高い。一方、中学生男子は、中学生女子よりも「④は
やさ」の比率が高い。中学生男子は「はやさ」を、中学生女子は「きれいさ」「読みやすさ」
を重視していることがわかる。 

 1.2.5．筆順指導の有無について 

 　筆順指導を受けているか、その有無について、3つの選択肢（「①今も習っている」「②習っ
ていた（習っていた学年）」、「③今まで習ったことはない」）を設け、尋ねた。その結果を、中
学生全体・中学生男子・中学生女子に分けて示すと、【図②5 ― 1】【図②5 ― 2】【図②5 ― 3】のよ
うになる。 

 　【図②5 ― 1】より、中学生全体では、「②習っていた」が75％と最も高い比率となっている。「②
習っていた」の内訳を見ると、「小学校6年生まで」という回答が最も多く、全体の49％を占
める。小学校1年生から小学校6年生までを含めると88％となり、筆順指導が小学生の間に受
けるものとなっていることがわかる。 

 　【図②5 ― 2】【図②5 ― 3】より、中学生男子の「②習っていた」の比率が、中学生女子よりも
11％低い。相対的に、「①今も習っている」の比率が、中学生男子の方が高い。中学生男子は、
中学生女子よりも筆順指導を受ける期間が長い傾向にあることがわかる。 
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 1.2.5.1．筆順指導を受ける理由について 

 　1.2.5.の質問で「①今も習っている」「②習っていた」と回答した中学生に、筆順指導を受け
ている（受けた）理由について、7つの選択肢（「①字がきれいに書けるようになるから」「②
字が書きやすくなるから」「③書き順を習うのはあたりまえだから」「④テストなど問題に出る
から」「⑤字の成り立ちがわかるから」「⑥字が覚えやすくなるから」「⑦その他」）を設け、複
数回答可で尋ねた。その結果を、中学生全体・中学生男子・中学生女子に分けて示すと、【図
②5 ― 1 ― 1】【図②5 ― 2 ― 1】【図②5 ― 3 ― 1】のようになる。 

 　【図②5 ― 1 ― 1】より、中学生全体では、「①字がきれいに書けるようになるから」が25％と最
も比率が高い。これは、小学生全体の結果と同じであり、小学生・中学生ともに、筆順指導を
受ける理由が「字がきれいに書けるようになるから」と捉えていることがわかる。しかし、小
学生全体では、2番目に比率が高い「②字が書きやすくなるから」から6番目に比率が高い「③
書き順を習うのはあたりまえだから」までそれほど大きな差はなく、筆順指導を受ける理由が
比較的幅広い。それに対して、中学生全体では、2番目に比率が高い「②字が書きやすくなる
から」「④テストなど問題に出るから」とその次（4番目）に比率が高い「③書き順を習うの
はあたりまえだから」「⑤字の成り立ちがわかるから」との間が大きく離れており、特定の理
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由に限られている。筆順指導の意義に対する認識が小学生・中学生で異なることがわかる。 

 　【図②5 ― 2 ― 1】【図②5 ― 3 ― 1】より、中学生男子・中学生女子ともに中学生全体とほぼ同じ比
率となっており、性別による差はない。 

 1.2.5.2．筆順指導を受けての変化について 

 　1.2.5.の質問で「①今も習っている」「②習っていた」と回答した中学生に、筆順指導を受け
てどのような変化があったかについて、7つの選択肢（「①字がきれいに書けるようになった」
「②字が書きやすくなった」「③テストなどで答えられるようになった」「④字の成り立ちがわ
かるようになった」「⑤字が覚えやすくなった」「⑥何も変わらなかった」「⑦その他」）を設け、
複数回答可で尋ねた。その結果を、中学生全体・中学生男子・中学生女子に分けて示すと、【図
②5 ― 1 ― 2】【図②5 ― 2 ― 2】【図②5 ― 3 ― 2】のようになる。 

 　【図②5 ― 1 ― 2】より、中学生全体では、「③テストなどで答えられるようになった」が23％で
最も比率が高く、その次に「②字が書きやすくなった」の22％が続く。この2つの選択肢は、
小学生全体においても高い比率を示し、またそれぞれの選択肢の比率も小学生全体と中学生全
体とでほぼ同じになっている。しかし、中学生全体では、小学生全体と比べて「④字の成り立
ちがわかるようになった」「⑤字が覚えやすくなった」の比率が低く、「⑥何も変わらなかった」
の比率が高い。中学生たちは小学生たちよりも筆順指導を受けたことによる効果をあまり実感
していない傾向にあることがわかる。 

 　【図②5 ― 2 ― 2】【図②5 ― 3 ― 2】より、中学生男子は、中学生女子よりも「③テストなどで答え
られるようになった」の比率が低く、「⑥何も変わらなかった」の比率が高い。中学生男子は、
中学生女子よりも筆順指導を受けたことによる効果をあまり実感していない傾向にあることが
わかる。 
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 1.2.5.3．筆順指導を受けてこなかった中学生について 

 　1.2.5.の質問で筆順を「③今まで習ったことはない」と回答した中学生に、筆順指導を受け
たかったかどうかについて、3つの選択肢（「①習いたかった」「②習いたくなかった」「③ど
ちらでもない」）を設け、尋ねた。小学生では、「③今まで習ったことはない」と回答した人数
が少ないことから、実人数で結果を示したが、中学生では14％（61人）と比較的人数がいる
ことから、中学生全体・中学生男子・中学生女子に分けて示すと、【図②5 ― 1 ― 3】【図②5 ― 2 ― 3】
【図②5 ― 3 ― 3】のようになる。 

 　【図②5 ― 1 ― 3】より、中学生全体では、「③どちらでもない」が57％で最も比率が高い。「③
どちらでもない」が最も比率が高いということについては、小学生全体と同じである。しかし、
中学生全体では、小学生全体で0％であった「①習いたかった」が20％見られる点で異なる。 

 　【図②5 ― 2 ― 3】【図②5 ― 3 ― 3】より、中学生男子・中学生女子ともに、中学生全体とほぼ同じ
比率を示しており、性別による差はない。 

 1.2.6．筆順指導の必要性について 

 　筆順指導の必要性について、3つの選択肢（「①習うべき」「②習わなくてよい」「③どちら
でもない」）を設け、尋ねた。その結果を、中学生全体・中学生男子・中学生女子に分けて示
すと、【図②6 ― 1】【図②6 ― 2】【図②6 ― 3】のようになる。 

 　【図②6 ― 1】より、中学生全体では、「①習うべき」の比率が51％と最も高く、中学生の半数
が筆順指導を「習うべき」だと捉えている。しかし、中学生の「①習うべき」の比率は、小学
生全体よりも29％低く、小学生よりも必要性を感じていない。 
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 　【図②6 ― 2】【図②6 ― 3】より、中学生男子は、中学生女子より「②習わなくてよい」の比率
がやや高い。中学生男子は、中学生女子よりも筆順指導の必要性を感じていないことがわかる。 

 1.2.6.1．筆順指導が必要である理由について 

 　1.2.6.の質問で筆順を「①習うべき」と回答した中学生に、筆順指導が必要な理由について、
7つの選択肢（「①字がきれいに書けるようになるから」「②字が書きやすくなるから」「③書
き順を習うのはあたりまえだから」「④テストなど問題に出るから」「⑤字の成り立ちがわかる
から」「⑥字が覚えやすくなるから」「⑦その他」）を設け、複数回答可で尋ねた。その結果を、
中学生全体・中学生男子・中学生女子に分けて示すと、【図②6 ― 1 ― 1】【図②6 ― 2 ― 1】【図②6 ― 3 ―
 1】のようになる。 

 　【図②6 ― 1 ― 1】より、中学生全体では、「①字がきれいに書けるようになるから」が25％で最
も比率が高い。小学生全体では、2番目に比率が高い「②字が書きやすくなるから」から6番
目に高い「③書き順を習うのはあたりまえだから」までそれほど大きな差はないが、中学生全
体では、2・3番目の「②字が書きやすくなるから」「④テストなど問題に出るから」から4番
目の「③書き順を習うのはあたりまえだから」との間にやや差がある。小学生たちは筆順指導
が必要な理由を幅広く捉えているが、中学生たちはやや狭く捉えていることがわかる。 

 　【図②6 ― 2 ― 1】【図②6 ― 3 ― 1】より、中学生男子・中学生女子ともに、中学生全体とほぼ同じ
比率になっており、性別による差はない。 

 　これら中学生全体・中学生男子・中学生女子の結果は、1.2.5.1.の「筆順指導を受ける理由」
とほぼ同じ結果となっている。この点は、小学生の結果と同じであり、小学生・中学生ともに
筆順指導を受ける理由と筆順指導を必要と考える理由とが共通している。 
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⑤字の成り立ちがわかるから
⑥字が覚えやすくなるから
⑦その他
⑧無回答



― 24 ―

漢字・日本語教育研究　第1号

 1.2.6.2．筆順指導に適切な時期について 

 　1.2.6.の質問で筆順を「①習うべき」と回答した中学生に、筆順指導として適切な時期につ
いて、8つの選択肢（「①小学校のあいだだけ」「②中学校のあいだだけ」「③高校のあいだだけ」
「④小学校と中学校と高校」「⑤小学校と中学校」「⑥小学校と高校」「⑦中学校と高校」「⑧そ
の他」）を設け、尋ねた。その結果を、中学生全体・中学生男子・中学生女子に分けて示すと、
【図②6 ― 1 ― 2】【図②6 ― 2 ― 2】【図②6 ― 3 ― 2】のようになる。 

 　【図②6 ― 1 ― 2】より、中学生全体では、「⑤小学校と中学校」が41％で最も比率が高い。小学
生全体では、「④小学校と中学校と高校」が46％で最も比率が高く、その次に「⑤小学校と中
学校」の28％が続くが、中学生全体では、小学生全体と逆に「⑤小学校と中学校」の比率が
41％、「④小学校と中学校と高校」の比率が24％となっており、小学生全体の方が長期間に
渡って学習する必要を感じていることがわかる。中学生全体の方が学習に必要と感じる期間が
短くなっているのは、小学生たちと比べて学習内容・範囲が広がっていること、学ばなければ
ならない漢字の数が増え、難しくなっていることが影響しており、筆順まで手が回っていない
からと考えられる。詳しくは1.2.8.で述べるが、「漢字学習上の苦労」を感じている比率が、小
学生全体よりも中学生全体の方が高いことからも、中学生たちは筆順まで学習する余裕がない
ことがわかる。 

 　【図②6 ― 2 ― 2】【図②6 ― 3 ― 2】より、中学生男子の方が、中学生女子よりも「④小学校と中学
校と高校」の比率が高く、「⑤小学校と中学校」の比率が低い。中学生男子の方が、中学生女
子よりも長期間に渡って筆順指導を必要と感じていることがわかる。 
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①小学校のあいだだけ
②中学校のあいだだけ
③高校のあいだだけ
④小学校と中学校と高校
⑤小学校と中学校
⑥小学校と高校
⑦中学校と高校
⑧その他
⑨無回答
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 1.2.6.3．筆順指導が不必要である理由について 

 　1.2.6.の質問で筆順指導を「②習わなくてよい」と回答した中学生に、筆順指導が必要でな
い理由について、7つの選択肢（「①書き順を知らなくても字がきれいに書けるから」「②書き
順を知らなくても字が書ければそれでよいから」「③書きやすい順番で書いた方がよいから」「④
書き順を覚えるのがたいへんだから」「⑤書き順は自然に身につくものだから」「⑥テストなど
に出ることはないから」「⑦その他」）を設け、複数回答可で尋ねた。小学生では、「②習わな
くてよい」と回答した人数が少ないことから、実人数で結果を示したが、中学生では19％（84

人）と比較的人数がいることから、中学生全体・中学生男子・中学生女子に分けて示すと、【図
②6 ― 1 ― 3】【図②6 ― 2 ― 3】【図②6 ― 3 ― 3】のようになる。 

 　【図②6 ― 1 ― 3】より、中学生全体では、「②書き順を知らなくても字が書ければそれでよいから」
が27％で最も比率が高く、「字が書ける」ことが最も重視されている。また、2番目に比率が
高いのが「①書き順を知らなくても字がきれいに書けるから」、3番目に比率が高いのが「③
書きやすい順番で書いた方がよいから」であり、中学生全体では、「きれいさ」「書きやすさ」
に筆順は関係しないと捉えていることがわかる。 

 　【図②6 ― 2 ― 3】【図②6 ― 3 ― 3】より、中学生女子は「②書き順を知らなくても字が書ければそ
れでよいから」の比率が中学生男子よりも高く、「字が書ける」ことが重視されていることが
わかる。

①書き順を知らなくても字がきれいに書けるから
②書き順を知らなくても字が書ければそれでよいから
③書きやすい順番で書いた方がよいから
④書き順を覚えるのはたいへんだから
⑤書き順は自然に身につくものだから
⑥テストなどに出ることはないから
⑦その他
⑧無回答

 

 1.2.7．他人の筆順について 

 　学校で学ぶ筆順と違う筆順で字を書く人を見てどのような印象を持つかについて、5つの選
択肢（「①とてもよい印象を持つ」「②ややよい印象を持つ」「③あまりよい印象は持たない」「④
まったくよい印象は持たない」「⑤別になにも思わない（よい印象も悪い印象も持たない）」）
を設け、尋ねた。その結果を、中学生全体・中学生男子・中学生女子に分けて示すと、【図②
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7 ― 1】【図②7 ― 2】【図②7 ― 3】のようになる。 

 　【図②7 ― 1】より、中学生全体では、「⑤別になにも思わない」が47％で最も比率が高い。同
様の傾向は、小学生全体においても見られ、「⑤別になにも思わない」が最も比率が高く、比
率もほぼ同じである。その他の選択肢についても、小学生全体とほぼ同じ比率であり、中学生
全体も小学生全体と同様に「別になにも思わない」と「よい印象を持たない」とが二分してい
る。 

 　【図②7 ― 2】【図②7 ― 3】より、中学生男子・中学生女子ともに中学生全体とほぼ同じ比率となっ
ており、性別による差はない。この点も、小学生男子・小学生女子と同様である。 

 1.2.8．漢字学習上での苦労について 

 　漢字学習上での苦労の有無について、2つの選択肢（「①苦労がない」「②苦労がある」）を
設け、尋ねた。その結果を、中学生全体・中学生男子・中学生女子に分けて示すと、【図②8 ― 1】
【図②8 ― 2】【図②8 ― 3】のようになる。 

 　【図②8 ― 1】より、中学生全体では、「②苦労がある」の比率が50％で、「①苦労がない」の
比率（47％）をわずかではあるが上回っている。小学生全体では、「①苦労がない」の比率が
55％、「②苦労がある」の比率が43％で、中学生全体の結果と逆になっている。1.2.6.2.で述べ
たように、中学生たちは小学生たちよりも漢字学習に苦労している。 

 　「②苦労がある」の具体的な内容に関する記述を見ると、小学生全体と同様に、「たくさんの
漢字を覚えないといけない」「なかなか漢字が覚えられない」「何回も書かないといけない（覚
えられない）」「似た字が多くてなかなか覚えられない」「同じ字でもいくつかの読み方があっ
て覚えるのがたいへん」などの回答が多く見られる。中学生たちも小学生たちと同様に、漢字
を学習するにあたってなかなか覚えることができず、何回も何回も書いて覚えなければならな
いことに苦労を感じている。「非常に労力を要する」漢字学習をいかに「労力の軽減」ができ
るかに苦心していることがわかる。 

 　中学生全体では、「同音異義語（がたくさんあるので）を覚えるのがたいへん」「音読み・訓
読みがあって覚えるのがたいへん」という回答も多く見られる。小学生よりも難度が上がる中
学校での漢字学習にいかに対応するかという点においても、中学生は苦心している。さらに、
中学生になると、学習する教科数も増え、国語（漢字学習）にあてられる時間も小学生の時と
比べて減少する。学習内容が増え（学習範囲が広がり）、学習難度も上がる中で、中学生たち
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は「非常に労力を要する」漢字学習に苦心しているのである。 

 　【図②8 ― 2】【図②8 ― 3】より、中学生女子は、「②苦労がある」の比率が59％で、中学生男子
よりも17％高い（相対的に、「①苦労がない」の比率は、中学生男子の方が高い）。小学生に
おいては、小学生女子よりも小学生男子の方が、「②苦労がある」の比率が高く、小学生男子
は漢字学習に困難を感じていた。しかし、中学生では、中学生女子の方が中学生男子よりも「②
苦労がある」の比率が高く、中学生女子の方が漢字学習に苦心している。「②苦労がある」の
具体的な内容に関する記述を見ても、中学生女子の方が「苦労がある」と感じている。なぜ中
学生で小学生と逆の結果となっているのか、現時点では不明である。今後の課題としたい。 

 第2章　国語教育における漢字指導者の調査結果の分析 

 2.1．小学校教員における調査結果の分析 
 2.1.1．担当学年について 

 　主に担当している学年について、その結果を示すと、【図
③1】のようになる。なお、複数の学年を担当している場合は、
「その他」とした。 

 　【図③1】より、4年生・5年生担当の小学校教員の比率が
他の学年よりやや高くなっているものの、1年生から6年生
担当の小学校教員の比率はほぼ同じとなっている。 

 2.1.2．性別について 

 　性別について、その結果を示すと、【図③2】のようになる。 

 　【図③2】より、男性の比率が65％、女性の比率が35％と、
男性が女性よりも2倍近く高い。 

 　ただし、小学校教員の結果については、専門教科別で見て
いくため、性別に分けて見ていくことはしない（詳細は、
2.1.4.で述べる）。 
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 2.1.3．年代について 

 　年代について、その結果を示すと、【図③3】のようになる。 

 　【図③3】より、40代の比率が最も高く、次に30代が続い
ており、この2つの年代が90％以上を占めている。30・40代
はクラス担任や学年主任など小学校において中心となる年代
である。2.1.1.の「担当学年」でも各学年の比率がほぼ同じ
となるのもこういう事情による。 

 2.1.4．専門教科について 

 　主に担当している専門教科について、10の選択肢（「①国
語」「②社会」「③算数」「④理科」「⑤生活」「⑥音楽」「⑦図
画工作」「⑧家庭」「⑨体育」「⑩その他」）を設け、複数回答
可で尋ねた。その結果を示すと、【図③4】のようになる。 

 　【図③4】より、「①国語」「③算数」が15％で最も比率が
高い。「⑧家庭」が5％、「⑦図画工作」が6％とやや比率が
低くなっているが、各教科幅広く担当している。 

 　これより以降の結果については、専門教科別（「国語」（な
お、「国語」を含め複数の教科を回答している場合も専門教
科を「国語」とした）と「国語以外」）に分けて見ていくこ
ととする。 

 2.1.5．漢字指導の有無について 

 　漢字指導を積極的に行っているか、その有無について、3つの選択肢（「①行っている」「②行っ
ていない」「③どちらともいえない」）を設け、尋ねた。その結果を、小学校教員全体・小学校
教員国語・小学校教員国語以外に分けて示すと、【図③5 ― 1】【図③5 ― 2】【図③5 ― 3】のように
なる。 

 　【図③5 ― 1】より、小学校教員全体では、「①行っている」が47％と最も比率が高い。一方、「②
行っていない」の比率は13％と低い。「③どちらともいえない」の比率が40％と比較的多いも
のの、半数近くが「①行っている」と回答していることから、小学校教員は漢字指導を積極的
に行う傾向にあることがわかる。 

【図③5―2】小学校教員国語
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①行っている
65％

②行って
いない

9％

⑩その他
8％

⑪無回答
3％

⑨体育
12％⑧家庭

5％
⑦図画工作

6％⑥音楽
9％⑤生活
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【図③4】小学校教員全体
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 　【図③5 ― 2】【図③5 ― 3】より、小学校教員国語の方が、小学校教員国語以外よりも、「①行っ
ている」の比率が22％高く、漢字指導を積極的に行っている。小学校において漢字の学習が「国
語」で行われるという教科の特性をよく反映した結果となっている。 

 　その他、小学校教員国語以外では、「②行っていない」の比率が14％で、小学校教員国語の9％
とあまり差がない。しかし、「③どちらともいえない」の比率が「①行っている」の比率と同
じであり、小学校教員国語と比較すると、漢字指導を行うのに消極的である。 

 2.1.6．筆順指導の有無について 

 　筆順指導を行っているか、その有無について、4つの選択肢（「①よく行っている」「②比較
的行っている」「③あまり行っていない」「④まったく行っていない」）を設け、尋ねた。その
結果を、小学校教員全体・小学校教員国語・小学校教員国語以外に分けて示すと、【図③6 ― 1】
【図③6 ― 2】【図③6 ― 3】のようになる。
　【図③6 ― 1】より、小学校教員全体では、「①よく行っている」「②比較的行っている」を合
わせた比率は78％で、大半の小学校教員が、筆順指導を行っている。筆順指導が小学校（特
に低学年）でよく行われることが、津村幸恵・外田久美・宮澤正明・杉浦妙子・河合仁・塚本
宏（1999）で指摘されているが、その指摘と同じ結果となっている。 

 　【図③6 ― 2】【図③6 ― 3】より、「①よく行っている」「②比較的行っている」を合わせた比率は、
小学校教員国語・小学校教員国語以外ともに78％で同じである。しかし、詳しく見ると、「①
よく行っている」の比率は、小学校教員国語の方が小学校教員国語以外よりも13％高い。2.1.5.の
「漢字指導の有無」で述べたように、漢字指導が「国語」という教科で行われることから、筆
順指導においても小学校教員国語の方が積極的に行う傾向にあることがわかる。 

 2.1.6.1．筆順指導を行う理由について 

 　2.1.6.の質問で筆順指導を「①よく行っている」「②比較的行っている」と回答した小学校教
員に、筆順指導を行う理由について、7つの選択肢（「①字がきれいに書けるようになるから」
「②字が書きやすくなるから」「③筆順を習うのはあたりまえだから」「④テストなど問題に出
るから」「⑤字の成り立ちがわかるから」「⑥字が覚えやすくなるから」「⑦その他」）を設け、
複数回答可で尋ねた。その結果を、小学校教員全体・小学校教員国語・小学校教員国語以外に
分けて示すと、【図③6 ― 1 ― 1】【図③6 ― 2 ― 1】【図③6 ― 3 ― 1】のようになる。 

 　【図③6 ― 1 ― 1】より、小学校教員全体では、「①字がきれいに書けるようになるから」が30％
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で最も比率が高い。2番目に高い比率を示しているのが、「②字が書きやすくなるから」で
23％である。この結果は、小学生全体・中学生全体の結果と同じである。漢字を学習する側の
小学生・中学生と漢字を指導する側の小学校教員とで同じ結果を示していることから、指導者
のねらい（「筆順指導によって字がきれいに、また書きやすくなる」）が学習者によく伝わって
いることがわかる。 

 　【図③6 ― 2 ― 1】【図③6 ― 3 ― 1】より、小学校教員国語以外の方が、小学校教員国語よりも「②
字が書きやすくなるから」「③筆順を習うのはあたりまえだから」の比率が高い。小学校教員
国語は、比較的それぞれの選択肢の比率が近く、筆順指導を行う理由を幅広く捉えている。一
方、小学校教員国語以外は、「①字がきれいに書けるようになるから」「②字が書きやすくなる
から」「③筆順を習うのはあたりまえだから」の3つの選択肢の比率が高く、筆順指導を行う
理由が比較的偏っている。 

 　「③筆順を習うのはあたりまえだから」については、特徴的な結果となっている。小学校教
員国語は、「③筆順を習うのはあたりまえだから」の比率が小学校教員国語以外よりも8％低い。
しかし、2.1.6.の「筆順指導の有無」で述べたように、筆順指導自体は小学校教員国語の方が
積極的に行っている。小学校教員国語が、筆順指導を行う理由を幅広く捉えていることも合わ
せて考えると、小学校教員国語が、筆順指導を行うのは、単に「あたりまえ」ではなく、種々
のねらい・効果があってのことであることがわかる。それは、2.1.6.2.の「筆順指導を行って
の変化」で、小学校教員国語に「何も変わらなかった」の比率が0％であることからも言える。

①字がきれいに書けるようになるから
②字が書きやすくなるから
③筆順を習うのはあたりまえだから
④テストなど問題に出るから
⑤字の成り立ちがわかるから
⑥字が覚えやすくなるから
⑦その他
⑧無回答

 

 2.1.6.2．筆順指導を行っての変化について 

 　2.1.6.の質問で筆順指導を「①よく行っている」「②比較的行っている」と回答した小学校教
員に、筆順指導を行って小学生にどのような変化があったかについて、7つの選択肢（「①字
がきれいに書けるようになった」「②字がはやく書けるようになった」「③テストなどで答えら
れるようになった」「④字の成り立ちがわかるようになった」「⑤字を覚えるようになった」「⑥
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【図③6―1―1】小学校教員全体
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【図③6―2―1】小学校教員国語
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何も変わらなかった」「⑦その他」）を設け、複数回答可で尋ねた。その結果を、小学校教員全
体・小学校教員国語・小学校教員国語以外に分けて示すと、【図③6 ― 1 ― 2】【図③6 ― 2 ― 2】【図③
6 ― 3 ― 2】のようになる。 

 　【図③6 ― 1 ― 2】より、小学校教員全体では、「①字がきれいに書けるようになった」が28％で
最も比率が高い。2.1.6.1.の「筆順指導を行う理由」で述べたように、筆順指導を行う理由と
しても「①字がきれいに書けるようになった」が最も高い比率を示しており、小学校教員のね
らい通りの指導成果が得られたと捉えていることがわかる。 

 　【図③6 ― 2 ― 2】【図③6 ― 3 ― 2】より、2.1.6.1.で述べたように、小学校教員国語以外で7％を示し
ている「⑥何も変わらなかった」の比率が、小学校教員国語では0％となっている。小学校教
員国語は、種々のねらいをもって筆順指導を行い、そのねらい通りの成果が出たと捉えている。
その他の選択肢については、小学校教員国語・小学校教員国語以外ともに小学校教員全体とほ
ぼ同じ比率となっており、専門教科による差はない。 

①字がきれいに書けるようになった
②字がはやく書けるようになった
③テストなどで答えられるようになった
④字の成り立ちがわかるようになった
⑤字を覚えるようになった
⑥何も変わらなかった
⑦その他
⑧無回答

 2.1.6.3．筆順指導を行わない理由について 

 　2.1.6.の質問で筆順指導を「③あまり行っていない」「④まったく行っていない」と回答した
小学校教員に、筆順指導を行っていない理由について、7つの選択肢（「①筆順を知らなくて
も字がきれいに書けるから」「②筆順を知らなくても字が書ければそれでよいから」「③書きや
すい筆順で書いた方がよいから」「④筆順を覚えるのがたいへんだから」「⑤筆順は自然に身に
つくものだから」「⑥テストなどに出ることはないから」「⑦その他」）を設け、複数回答可で
尋ねた。ただし、2.1.6.で「③あまり行っていない」「④まったく行っていない」の人数は8人（比
率は20％）と非常に少ない。そこで、この質問の結果を、以下の【表6】のように、小学校教
員全体・小学校教員国語・小学校教員国語以外に分けて実人数で示す。 

 　【表6】より、小学校教員全体では、「⑦その他」が13人と最も多くなっている。「⑦その他」
の具体的な記述を見ると、「授業の中で筆順指導まで行う時間（余裕）がない」という回答が

⑦
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⑥
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21％21％
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0％
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②
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①
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⑧
0％⑦

6％

⑧
2％

⑦
8％⑥

7％

⑤
18％

④
11％ ③

9％

②
12％

①
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大半であった。その他、「漢字ノートやドリルなど宿題等で児童が自主的に筆順を学習するよ
うにしている」という回答（3人）もあるが、この回答からも「授業の中で筆順指導を行う時
間（余裕）がない（そこで、授業外で児童が自主的に学習する）」ということがわかる。2.1.7.の
「筆順指導の必要性」で「筆順指導を行うべき」の比率が90％近くあることから考えると、小
学校教員が筆順指導を行いたいと考えていても、筆順以外に教えるべき内容が多くあるために
実際の授業の中では筆順指導まで手が回っていないということがわかる。 

【表6】筆順指導を行わなかった理由
全　体 国　語 国語以外

①筆順を知らなくても字がきれいに書けるから  0人 0人 0人

②筆順を知らなくても字が書ければそれでよいから  0人 0人 0人

③書きやすい筆順で書いた方がよいから  0人 0人 0人

④筆順を覚えるのはたいへんだから  0人 0人 0人

⑤筆順は自然に身につくものだから  1人 1人 0人

⑥テストなどに出ることはないから  0人 0人 0人

⑦その他 13人 4人 9人

⑧無回答  0人 0人 0人

 2.1.7．筆順指導の必要性について 

 　筆順指導の必要性について、3つの選択肢（「①行うべき」「②行わなくてよい」「③どちら
でもない」）を設け、尋ねた。その結果を、小学校教員全体・小学校教員国語・小学校教員国
語以外に分けて示すと、【図③7 ― 1】【図③7 ― 2】【図③7 ― 3】のようになる。 

 　【図③7 ― 1】より、小学校教員全体では、「①行うべき」の比率が87％で、大半小学校教員が「筆
順指導が必要だ」と捉えている。 

 　【図③7 ― 2】【図③7 ― 3】より、小学校教員国語の方が、小学校教員国語以外よりもやや「①
行うべき」の比率が高くなっているが、ほぼ同じである。ただし、比率としては4％と非常に
わずかであるが、小学校教員国語以外で「②行わなくてよい」という回答があるのに対して、
小学校教員国語では「②行わなくてよい」という回答がなく、違いが見られる。 

④無回答④無回答
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①行うべき①行うべき
87％87％

③どちらでもない③どちらでもない
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てよいてよい
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④無回答
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①行うべき
83％

③どちらでもない
17％②行わなく

でよい
0％

④無回答
1％

①行うべき
87％

③どちらでもない
11％②行わなく

てよい
1％

【図③7―1】小学校教員全体
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【図③7―2】小学校教員国語
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【図③7―3】小学校教員国語以外
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 2.1.7.1．筆順指導が必要である理由について 

 　2.1.7.の質問で筆順指導が「①行うべき」と回答した小学校教員に、筆順指導が必要な理由
について、7つの選択肢（「①字がきれいに書けるようになるから」「②字が書きやすくなるから」
「③筆順を習うのはあたりまえだから」「④テストなど問題に出るから」「⑤字の成り立ちがわ
かるから」「⑥字が覚えやすくなるから」「⑦その他」）を設け、複数回答可で尋ねた。その結
果を、小学校教員全体・小学校教員国語・小学校教員国語以外に分けて示すと、【図③7 ― 1 ― 1】
【図③7 ― 2 ― 1】【図③7 ― 3 ― 1】のようになる。 

 　【図③7 ― 1 ― 1】より、小学校教員全体では、「①字がきれいに書けるようになるから」が29％
で最も比率が高く、「②字が書きやすくなるから」の23％が続く。この結果は、小学生全体・
中学生全体及び2.1.6.1.の「筆順指導を行う理由」とも同じである。 

 　【図③7 ― 2 ― 1】【図③7 ― 3 ― 1】より、小学校教員国語以外の方が、小学校教員国語よりも「①
字がきれいに書けるようになるから」「②字が書きやすくなるから」「③筆順を習うのはあたり
まえだから」の比率が高い。小学校教員国語は、比較的それぞれの選択肢の比率が近く、筆順
指導が必要な理由を幅広く捉えているが、小学校教員国語以外は、「①字がきれいに書けるよ
うになるから」「②字が書きやすくなるから」「③筆順を習うのはあたりまえだから」の3つの
選択肢の比率が高く、筆順指導が必要な理由が比較的偏っている。この結果は、2.1.6.1.の「筆
順指導を行う理由」と同じである。 

①字がきれいに書けるようになるから
②字が書きやすくなるから
③筆順を習うのはあたりまえだから
④テストなど問題に出るから
⑤字の成り立ちがわかるから
⑥字が覚えやすくなるから
⑦その他
⑧無回答

 2.1.7.2．筆順指導に適切な時期について 

 　2.1.7.の質問で筆順指導を「①行うべき」と回答した小学校教員に、筆順指導を行うのに適
切な時期について、8つの選択肢（「①小学校の間だけ」「②中学校の間だけ」「③高校の間だけ」
「④小学校と中学校と高校」「⑤小学校と中学校」「⑥小学校と高校」「⑦中学校と高校」「⑧そ
の他」）を設け、尋ねた。その結果を、小学校教員全体・小学校教員国語・小学校教員国語以
外に分けて示すと、【図③7 ― 1 ― 2】【図③7 ― 2 ― 2】【図③7 ― 3 ― 2】のようになる。 
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 　【図③7 ― 1 ― 2】より、小学校教員全体では、「①小学校の間だけ」が39％で最も比率が高く、
2番目が「⑤小学校と中学校」で34％、3番目が「④小学校と中学校と高校」で21％となって
いる。小学生では、半数近くの46％が「④小学校と中学校と高校」（「①小学校の間だけ」は
15％）を回答していることから、長期間に渡って筆順指導を受ける必要性を感じているが、小
学校教員全体では、「①小学校の間だけ」の比率が最も高く、それほど長期間でなくてもよい
と捉えている。 

 　【図③7 ― 2 ― 2】【図③7 ― 3 ― 2】より、小学校教員国語・小学校教員国語以外ともに小学校教員
全体とほぼ同じ比率となっており、専門教科による差はない。 

①小学校の間だけ
②中学校の間だけ
③高校の間だけ
④小学校と中学校と高校
⑤小学校と中学校
⑥小学校と高校
⑦中学校と高校
⑧その他
⑨無回答

 2.1.7.3．筆順指導が不必要である理由について 

 　2.1.7.の質問で筆順指導を「②行わなくてよい」と回答した小学校教員に、筆順指導が必要
でない理由について、7つの選択肢（「①筆順を知らなくても字がきれいに書けるから」「②筆
順を知らなくても字が書ければそれでよいから」「③書きやすい筆順で書いた方がよいから」「④
筆順を覚えるのがたいへんだから」「⑤筆順は自然に身につくものだから」「⑥テストなどに出
ることはないから」「⑦その他」）を設け、複数回答可で尋ねた。ただし、2.1.7.で「②行わな
くてよい」と回答した小学校教員は1人（比率は1％）であり、その回答は「⑤筆順は自然に
身につくものだから」だけであった。わずか1人の回答のため、これ以上のことは言えないが、
筆順は指導するものではなく、自然に習得できるものと捉えている。 

 2.1.8．漢字を書くときの注意点について 

 　板書の際、漢字を書く上で注意している点について、7つの選択肢（「①きれいさ（美しさ）」
「②読みやすさ」「③大きさ」「④はやさ（スピード）」「⑤書き順」「⑥何も注意していない」「⑦
その他」）を設け、複数回答可で尋ねた。その結果を、小学校教員全体・小学校教員国語・小

⑥⑥
0％0％

⑦
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【図③7―1―2】小学校教員全体
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学校教員国語以外に分けて示すと、【図③8 ― 1】【図③8 ― 2】【図③8 ― 3】のようになる。 

 　【図③8 ― 1】より、小学校教員全体では、「③大きさ」が24％で最も比率が高く、1％差で「②
読みやすさ」の23％が続く。この結果は、漢字（筆順）を学ぶ側の小学生の結果と大きく違っ
ている（小学生全体では、「④はやさ」「①きれいさ」「⑤筆順」の比率が高い）。小学校教員全
体は、指導する側であることから、「③大きさ」や「②読みやすさ」を重視し、児童によって
間違いなく正確に読める漢字を書こうとしていることがわかる。 

 　【図③8 ― 2】【図③8 ― 3】より、小学校教員国語・小学校教員国語以外ともに小学校教員全体
とほぼ同じ比率となっており、専門教科による差はない。 

 2.1.9．他人の筆順について 

 　学校で学ぶ筆順と違う筆順で字を書く人を見てどのような印象を持つかについて、5つの選
択肢（「①とてもよい印象を持つ」「②ややよい印象を持つ」「③あまりよい印象は持たない」「④
まったくよい印象は持たない」「⑤別に何も思わない（よい印象も悪い印象も持たない）」）を
設け、尋ねた。その結果を、小学校教員全体・小学校教員国語・小学校教員国語以外に分けて
示すと、【図③9 ― 1】【図③9 ― 2】【図③9 ― 3】のようになる。 

 　【図③9 ― 1】より、小学校教員全体では、「③あまりよい印象は持たない」と「④まったくよ
い印象は持たない」を合わせた比率が62％となっている。小学生全体では、「⑤別に何も思わ
ない」が45％で半数近くを示していたが、小学校教員全体では23％で20％以上低い。小学生
全体よりも小学校教員全体の方が他人の筆順に対して厳しいことがわかる。 

 　【図③9 ― 2】【図③9 ― 3】より、「④まったくよい印象は持たない」の比率はほぼ同じであるが、
「③あまりよい印象は持たない」の比率が、小学校教員国語の方が小学校教員国語以外よりも

【図③8―1】小学校教員全体

①きれいさ①きれいさ
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⑤筆順⑤筆順
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20％以上高くなっている。小学校教員国語の方が他人の筆順に対して厳しいことがわかる。 

 2.1.10．漢字指導上の苦労について 

 　漢字指導上の苦労の有無について、2つの選択肢（「①苦労がない」「②苦労がある」）を設け、
尋ねた。その結果を、小学校教員全体・小学校教員国語・小学校教員国語以外に分けて示すと、
【図③10 ― 1】【図③10 ― 2】【図③10 ― 3】のようになる。 

 　【図③10 ― 1】より、小学校教員全体では、「②苦労がある」の比率が55％となっており、半
数以上の小学校教員が漢字指導上で何らかの問題を抱えていることがわかる。「②苦労がある」
と回答したその具体的な記述を見ると、「なかなか定着しない」「定着度・習熟度の個人差が大
きい」「漢字指導にあてられる時間がない（少ない）」などの回答が多く見られる。学年があが
ればあがるほど、学習内容・範囲が広がり、指導する側の小学校教員にとって漢字指導にあて
られる時間が少なくなり、徹底した指導を行うことが難しくなる。その他、筆順に関する回答
として、「自分自身筆順を知らない（自分が学んだ時と筆順が違う）ので、筆順指導ができない」
という回答も見られた。 

 　【図③10 ― 2】【図③10 ― 3】より、小学校教員国語の方が、小学校教員国語以外よりも「②苦
労がある」の比率が高い。2.1.6.1.の「筆順指導を行う理由」で述べたように、小学校教員国
語は、漢字（筆順）指導において、明確なねらいを持ち、高い効果を求めていることもあり、
それらを達成・向上させようと苦心していることがわかる。 

 2.1.11．『筆順指導の手びき』の認知について 

 　現在、筆順指導の基準となっている『筆順指導の手びき』（昭和33（1958）年、文部省）を知っ
ているかどうか（そこで示されている筆順は、あくまで指針であって絶対的なものではないと
いうこと）について、2つの選択肢（「①知っていた」「②知らなかった」）を設け、尋ねた。
その結果を、小学校教員全体・小学校教員国語・小学校教員国語以外に分けて示すと、【図③
11 ― 1】【図③11 ― 2】【図③11 ― 3】のようになる。 

 　【図③11 ― 1】より、小学校教員全体では、「①知っていた」の比率が38％、「②知らなかった」
の比率が61％で、半数以上の小学校教員が知らない。現在、学校教育、特に小学校教育にお
いて、筆順指導があたかも絶対的なものとなっているのは、現在の筆順指導の基準となってい
る『筆順指導の手びき』のこと（そこで示されている筆順は、あくまで指針であって絶対なも
のではないということ）を知らないこと、つまり小学校教員の認識不足が原因となっていると

【図③10―2】小学校教員国語
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考えられる。詳しくは、2.1.11.1.の「『筆順指導の手びき』認知後の変化」で述べるが、認知
後に心境の変化があった小学校教員の大半が、「（現在教えている）筆順は、一つの指針に過ぎ
ないのだから、強制的に教える必要はないと思うようになった」と回答しており、『筆順指導
の手びき』の認知が、筆順指導の在り方に大きく関与している。 

 　【図③11 ― 1】【図③11 ― 2】より、小学校教員国語の「①知っていた」の比率は52％で半数を
超えており、小学校教育国語以外と比較して20％近く高い。小学校教員国語は、専門教科を
国語としていることもあり、小学校教員国語以外よりも漢字に関する知識があることがわかる。 

 2.1.11.1．『筆順指導の手びき』認知後の変化について 

 　2.1.11.で『筆順指導の手びき』を「②知らなかった」と回答した小学校教員に、『筆順指導
の手びき』が「現在の筆順の基準になっているということ」「そこで示されている筆順は、あ
くまで指針であって絶対なものではないということ」を知って、心境の変化があったかどうか
について、2つの選択肢（「①変化はない」「②変化があった」）を設け、尋ねた。その結果を、
小学校教員全体・小学校教員国語・小学校教員国語以外に分けて示すと、【図③11 ― 1 ― 1】【図
③11 ― 2 ― 1】【図③11 ― 3 ― 1】のようになる。 

 　【図③11 ― 1 ― 1】より、小学校教員全体では、「①変化はない」の比率が82％で、大半の小学
校教員に変化がなかったことがわかる。 

 　【図③11 ― 2 ― 1】【図③11 ― 3 ― 1】より、小学校教員国語の方が、小学校教員国語以外よりも「①
変化はない」の比率が高く、また「②変化があった」の比率が0％であることから、認知後の
心境に変化がなかったことがわかる。しかし、小学校教員国語以外では、比率としてはそれほ
ど高くないものの、小学校教員国語で0％であった「②変化があった」が14％を示している。
心境の変化についての具体的な記述を見ると、大半が「（現在教えている）筆順は、一つの指
針に過ぎないのだから、強制的に教える必要はないと思うようになった」という回答であった。
確かに、小学校教員国語のように、『筆順指導の手びき』を認知しても何も変わらない可能性
もある。しかし、2.1.11.の「『筆順指導の手びき』の認知について」でも述べたように、『筆順
指導の手びき』について認知していれば、筆順指導を行うか、また行うとすればどのように行
うかなど筆順指導の在り方に対する認識が変わってくる可能性を秘めている。あたかも絶対的
な規範として認識されている現在の筆順指導の在り方について考え直すためには、まずは『筆
順指導の手びき』のことを認知する必要があると考えられる。 
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 2.2．中学校教員における調査結果の分析 
 2.2.1．担当学年について 

 　主に担当している学年について、その結果を示すと、
【図④1】のようになる。 

 　【図④1】より、1年生から3年生がほぼ同じ比率となっ
ている。 

 　ただし、中学校教員の結果については、専門教科別で
見ていくため、担当学年別に分けて見ていくことはしな
い（詳細は、2.2.4.で述べる）。 

 2.2.2．性別について 

 　性別について、その結果を示すと、【図④2】のよう
になる。 

 　【図④2】より、男性の比率が55％、女性の比率が
45％と、男性が女性より10％高くなっている 。
 　ただし、中学校教員の結果については、専門教科別で
見ていくため、性別に分けて見ていくことはしない（詳
細は、2.2.4.で述べる）。 

 2.2.3．年代について 

 　年代について、その結果を示すと、【図④3】のよう
になる。 

 　【図④3】より、40代の比率が最も高く、次に30代が
続き、この2つの年代で80％近くを占めている。30・40

代が大半を占めるという点は小学校教員と同じで、この
年代が学校の中心となっているからである。小学校教員
と同様に、中学校教員でも「担当学年」で各学年の比率
がほぼ同じとなっていることからもわかる。 

【図③11―1―1】小学校教員全体
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 2.2.4．専門教科について 

 　主に担当している専門教科について、10の選択肢（「①
国語」「②社会」「③数学」「④理科」「⑤音楽」「⑥美術」
「⑦技術・家庭」「⑧保健体育」「⑨英語」「⑩その他」）
を設け、尋ねた。その結果を示すと、【図④4】のよう
になる。なお、中学校教員では、専門教科を複数回答し
たものはなかった。 

 　【図④4】より、「⑨英語」が17％で最も比率が高い。
その次に「①国語」が15％で続く。「⑤音楽」が4％、「⑥
美術」が1％と比率が低いが、それ以外の教科について
は、それぞれ10％以上の比率を示し、専門教科が幅広
くなっていることがわかる。 

 　「国語」を専門教科とする中学校教員の人数は決して多くないため、偏った傾向を示す可能
性もあるが、これより以降の結果については、専門教科別（「国語」と「国語以外」）に分けて
見ていくこととする。 

 2.2.5．漢字指導の有無について 

 　漢字指導を積極的に行っているか、その有無について、3つの選択肢（「①行っている」「②行っ
ていない」「③どちらともいえない」）を設け、尋ねた。その結果を、中学校教員全体・中学校
教員国語・中学校教員国語以外に分けて示すと、【図④5 ― 1】【図④5 ― 2】【図④5 ― 3】のように
なる。 

 　【図④5 ― 1】より、中学校教員全体では、「①行っている」の比率が20％、「②行っていない」
の比率が56％と、半数以上が漢字指導を積極的に行っていない。小学校教員全体では、半数
近くが「①行っている」と回答しており、中学校教員全体とは逆の結果を示している。小学校
教員は、基本的にすべての教科を教えることから、どの教員も「国語」を担当する。そのため、
多くの小学校教員は、「国語」の中で漢字指導を行っている。また、小学校では、「国語」以外
でも、クラス担任を受け持った際に文字指導として漢字指導を行うことも多い。一方、中学校
教員は、基本的に専門教科による指導を行うため、「国語」以外の専門教科の教員は漢字指導
を行うことが非常に少ない。それは、後述する専門教科別の結果からもわかる。 

 　【図④5 ― 2】【図④5 ― 3】より、中学校教員国語では、「①行っている」の比率が84％と非常に

【図④4】中学校教員全体
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高いのに対して、中学校教員国語以外では、「②行っていない」の比率が65％と高く、逆の結
果を示している。上述したように、中学校では基本的に専門教科による指導を行うため、「国語」
以外の教科を専門教科とする教員は、漢字指導を積極的に行っていないということである。 

 2.2.6．筆順指導の有無について 

 　筆順指導を行っているか、その有無について、4つの選択肢（「①よく行っている」「②比較
的行っている」「③あまり行っていない」「④まったく行っていない」）を設け、尋ねた。その
結果を、中学校教員全体・中学校教員国語・中学校教員国語以外に分けて示すと、【図④6 ― 1】
【図④6 ― 2】【図④6 ― 3】のようになる。 

 　【図④6 ― 1】より、中学校教員全体では、「③あまり行っていない」と「④まったく行ってい
ない」を合わせた比率が87％で、大半の中学校教員が筆順指導を行っていない。一方、中学
校教員全体で「①行っている」の比率は12％となっている。この12％という比率は、2.2.5.の「漢
字指導の有無」で積極的に行っていると回答した比率（20％）よりも低い。単純に比較するこ
とはできないが、中学校では漢字指導において筆順指導があまり重視されていないことがわか
る。 

 　【図④6 ― 2】【図④6 ― 3】より、中学校教員国語と中学校教員国語以外とで大きく結果が異なっ
ていることがわかる。中学校教員国語では、「②比較的行っている」の比率が39％で、40％近
くが筆順指導を行っているが、中学校教員国語以外では、「②比較的行っている」の比率が7％
で中学校教員国語より30％以上も低い。また、中学校教員国語以外では、「③あまり行ってい
ない」と「④まったく行っていない」を合わせた比率が92％で大半を占めている。専門教科
の違いによる差が非常に大きいことがわかる。 

 2.2.6.1．筆順指導を行う理由について 

 　2.2.6.の質問で筆順指導を「①よく行っている」「②比較的行っている」と回答した中学校教
員に、筆順指導を行う理由について、7つの選択肢（「①字がきれいに書けるようになるから」
「②字が書きやすくなるから」「③筆順を習うのはあたりまえだから」「④テストなど問題に出
るから」「⑤字の成り立ちがわかるから」「⑥字が覚えやすくなるから」「⑦その他」）を設け、
複数回答可で尋ねた。その結果を、中学校教員全体・中学校教員国語・中学校教員国語以外に
分けて示すと、【図④6 ― 1 ― 1】【図④6 ― 2 ― 1】【図④6 ― 3 ― 1】のようになる。 

 　【図④6 ― 1 ― 1】より、中学校教員全体では、「①字がきれいに書けるようになるから」が38％
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で最も比率が高い。2番目に高い比率を示しているのが、「②字が書きやすくなるから」「⑤字
の成り立ちがわかるから」で19％である。「①字がきれいに書けるようになるから」の比率が
最も高く、その次に「②字が書きやすくなるから」が続くという結果は、小学生全体・中学生
全体・小学校教員全体の結果と同じである。漢字を学習する側の小学生・中学生と漢字を指導
する側の小学校教員・中学校教員とが同じ結果を示しており、小学校・中学校ともに、指導者
のねらいが学習者によく伝わっていることがわかる。 

 　【図④6 ― 2 ― 1】【図④6 ― 3 ― 1】より、中学校教員国語以外の方が、中学校教員国語よりも「①
字がきれいに書けるようになるから」の比率が高い。また、中学校教員国語では、比率が0％
の「③筆順を習うのはあたりまえだから」が、中学校教員国語以外では、11％となっている。
専門教科を国語とする教員の方が、「③筆順を習うのはあたりまえだから」の比率が低いとい
うことについては、小学校教員の結果と同じである。小学校教員と同様に、専門教科が国語以
外の教員は、筆順指導を「あたりまえ」と捉える傾向があるのに対して、専門教科が国語の教
員は、筆順指導は「あたりまえ」ではなく、筆順指導を行うにあたって種々のねらい・効果が
あると捉える傾向にあることがわかる。 

①字がきれいに書けるようになるから
②字が書きやすくなるから
③筆順を習うのはあたりまえだから
④テストなど問題に出るから
⑤字の成り立ちがわかるから
⑥字が覚えやすくなるから
⑦その他
⑧無回答

 2.2.6.2．筆順指導を行っての変化について 

 　2.2.6.の質問で筆順指導を「①よく行っている」「②比較的行っている」と回答した中学校教
員に、筆順指導を行って中学生にどのような変化があったかについて、7つの選択肢（「①字
がきれいに書けるようになった」「②字がはやく書けるようになった」「③テストなどで答えら
れるようになった」「④字の成り立ちがわかるようになった」「⑤字を覚えるようになった」「⑥
何も変わらなかった」「⑦その他」）を設け、複数回答可で尋ねた。ただし、2.2.6.で「①よく行っ
ている」「②比較的行っている」と回答した人数は10人（比率は12％）と非常に少ない。そこ
で、この質問の結果を、以下の【表7】のように、中学校教員全体・中学校教員国語・中学校

【図④6―1―1】中学校教員全体
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教員国語以外に分けて実人数で示す。 

 　【表7】より、中学校教員全体では、「①字がきれいに書けるようになった」「⑥何も変わら
なかった」「⑦その他」が3人で最も多い。「⑦その他」を回答した3人の記述を見ると、「筆順
の合理性を理解するようになった」「文字一つ一つに、奥深さがあるのだということを少しは
意識し感じてくれた生徒が増えたのでは」「文字を大切にするようになったかもしれない」と
ある。何らかの効果が上がったという回答が大半であるが、その一方で「⑥何も変わらなかっ
た」という回答も見られる。 

 　「⑥何も変わらなかった」という回答は、すべて中学校教員国語以外の回答であり、中学校
教員国語では見られない。「⑥何も変わらなかった」が専門教科を国語とする教員に見られな
いということについては、小学校教員の結果と同じである。小学校教員と同様に、専門教科が
国語の教員は、筆順指導には種々のねらいを持っており、指導することでそのねらい通りの効
果が得られたと捉える傾向があるのに対して、専門教科が国語以外の教員は、筆順指導を行っ
たが効果が得られなかったと捉える傾向にあることがわかる。 

【表7】筆順指導を行っての変化
全　体 国　語 国語以外

①字がきれいに書けるようになった 3人 2人 1人

②字がはやく書けるようになった 1人 1人 0人

③テストなどで答えられるようになった 2人 2人 0人

④字の成り立ちがわかるようになった 0人 0人 0人

⑤字を覚えるようになった 0人 0人 0人

⑥何も変わらなかった 3人 0人 3人

⑦その他 3人 2人 1人

⑧無回答 0人 0人 0人

 2.2.6.3．筆順指導を行わない理由について 

 　2.2.6.の質問で筆順指導を「③あまり行っていない」「④まったく行っていない」と回答した
中学校教員に、筆順指導を行っていない理由について、7つの選択肢（「①筆順を知らなくて
も字がきれいに書けるから」「②筆順を知らなくても字が書ければそれでよいから」「③書きや
すい筆順で書いた方がよいから」「④筆順を覚えるのがたいへんだから」「⑤筆順は自然に身に
つくものだから」「⑥テストなどに出ることはないから」「⑦その他」）を設け、複数回答可で
尋ねた。その結果を、中学校教員全体・中学校教員国語・中学校教員国語以外に分けて示すと、
【図④6 ― 1 ― 3】【図④6 ― 2 ― 3】【図④6 ― 3 ― 3】のようになる。 

 　【図④6 ― 1 ― 3】より、中学校教員全体では、「⑦その他」の比率が最も高く68％である。それ
らの具体的な記述を見ると、「筆順指導まで行う時間がない」という回答が最も多い。中学校
では小学校と比べて学習内容・範囲が広がっているために、筆順指導まで行う時間的余裕がな
いということがわかる。また、「自分の筆順に自信がない」という回答もいくつか見られ、指
導する側自体に基準となる指針がないために筆順指導を行っていない（行えない）ことがわか
る。 

 　【図④6 ― 2 ― 3】【図④6 ― 3 ― 3】より、中学校教員国語の方が、中学校教員国語以外よりも、「⑦
その他」の比率が高い。それらの具体的な記述を見ると、中学校教員国語以外では、「国語科
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ではないので、教科教育の中で教えること（必要）がない」という回答が多く見られる。また、
中学校教員国語以外では、「筆順は、国語科や小学校で学んでいるはずだから」という回答も
見られる。専門教科が国語以外の教員にとって、「筆順指導（漢字指導）は、『国語』（小学校
のうちに）が行うもので、それ以外の教科では行う必要ない」と捉えていることがわかる。 

①筆順を知らなくても字がきれいに書けるから
②筆順を知らなくても字が書ければそれでよいから
③書きやすい筆順で書いた方がよいから
④筆順を覚えるのはたいへんだから
⑤筆順は自然に身につくものだから
⑥テストなどに出ることはないから
⑦その他
⑧無回答

 2.2.7．筆順指導の必要性について 

 　筆順指導の必要性について、3つの選択肢（「①行うべき」「②行わなくてよい」「③どちら
でもない」）を設け、尋ねた。その結果を、中学校教員全体・中学校教員国語・中学校教員国
語以外に分けて示すと、【図④7 ― 1】【図④7 ― 2】【図④7 ― 3】のようになる。 

 　【図④7 ― 1】より、中学校教員全体では、「①行うべき」の比率が70％を示している。小学校
教員全体と比べると、「①行うべき」の比率が20％近く低いが、半数以上の中学校教員が「筆
順指導が必要だ」と捉えている。 

 　【図④7 ― 2】【図④7 ― 3】より、中学校教員国語の方が、中学校教員国語以外よりも「①行う
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【図④7―3】中学校教員国語以外
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べき」の比率が高い。小学校教員では、小学校教員国語・小学校教員国語以外がほぼ同じ比率
となっているが、中学校教員の結果と異なる。ただし、専門教科が国語の教員で「②行わなく
てよい」という回答が見られないということについては、小学校教員と同じである。小学校教
員・中学校教員ともに専門教科が国語の教員は、筆順指導を重要なものと捉えているというこ
とである。 

 2.2.7.1．筆順指導が必要である理由について 

 　2.2.7.の質問で筆順指導は「①行うべき」と回答した中学校教員に、筆順指導が必要な理由
について、7つの選択肢（「①字がきれいに書けるようになるから」「②字が書きやすくなるから」
「③筆順を習うのはあたりまえだから」「④テストなど問題に出るから」「⑤字の成り立ちがわ
かるから」「⑥字が覚えやすくなるから」「⑦その他」）を設け、複数回答可で尋ねた。その結
果を、中学校教員全体・中学校教員国語・中学校教員国語以外に分けて示すと、【図④7 ― 1 ― 1】
【図④7 ― 2 ― 1】【図④7 ― 3 ― 1】のようになる。 

 　【図④7 ― 1 ― 1】より、中学校教員全体では、「①字がきれいに書けるようになるから」が35％
で最も比率が高く、その次に「②字が書きやすくなるから」の18％が続く。この結果は、小
学生・中学生・小学校教員及び2.2.6.1.の「筆順指導を行う理由」と同じである。国語教育に
おいて、校種や立場にかかわらず、共通した傾向が見られる。 

 　【図④7 ― 2 ― 1】【図④7 ― 3 ― 1】より、中学校教員国語以外の方が、中学校教員国語よりも「①
字がきれいに書けるようになるから」「③筆順を習うのはあたりまえだから」の比率が高い。
一部異なるところもあるが、この結果は、小学校教員の結果とほぼ同じである。「③筆順を習
うのはあたりまえだから」の比率が中学校教員国語以外の方が高いということについては、
2.2.6.1.の「筆順指導を行う理由」及び小学校教員の結果と同じである。小学校教員と同様に、
専門教科が国語以外の教員は、筆順指導を「あたりまえ」と捉える傾向があるのに対して、専
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⑥字が覚えやすくなるから
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門教科が国語の教員は、筆順指導は「あたりまえ」ではなく、筆順指導には種々のねらい・効
果があると捉える傾向にあることがわかる。 

 2.2.7.2．筆順指導に適切な時期について 

 　2.2.7.の質問で筆順指導が「①行うべき」と回答した中学校教員に、筆順指導を行うのに適
切な時期について、8つの選択肢（「①小学校の間だけ」「②中学校の間だけ」「③高校の間だけ」
「④小学校と中学校と高校」「⑤小学校と中学校」「⑥小学校と高校」「⑦中学校と高校」「⑧そ
の他」）を設け、尋ねた。その結果を、中学校教員全体・中学校教員国語・中学校教員国語以
外に分けて示すと、【図④7 ― 1 ― 2】【図④7 ― 2 ― 2】【図④7 ― 3 ― 2】のようになる。 

 　【図④7 ― 1 ― 2】より、中学校教員全体では、「⑤小学校と中学校」が51％で最も比率が高い。
小学校教員全体では、「①小学校の間だけ」が39％で最も比率が高く、その次に34％の「⑤小
学校と中学校」が続いていたが、中学校教員全体では、「①小学校の間だけ」が15％で、「⑤
小学校と中学校」が半数以上を占めている。中学校教員全体の方が小学校教員全体よりも、長
期間に渡って筆順指導が必要だと捉えており、中学生たちの筆順を問題視している教員が多い
ということがわかる。 

 　【図④7 ― 2 ― 2】【図④7 ― 3 ― 2】より、中学生教員国語の「④小学校と中学校と高校」の比率が、
中学校教員国語以外の2倍となっている。中学校教員国語は、中学生たちの筆順を問題視して
おり、長期間に渡って筆順指導を行うことが必要だと捉えている。 

①小学校の間だけ
②中学校の間だけ
③高校の間だけ
④小学校と中学校と高校
⑤小学校と中学校
⑥小学校と高校
⑦中学校と高校
⑧その他
⑨無回答

 2.2.7.3．筆順指導が不必要である理由について 

 　2.2.7.の質問で筆順指導を「②行わなくてよい」と回答した中学校教員に、筆順指導が必要
でない理由について、7つの選択肢（「①筆順を知らなくても字がきれいに書けるから」「②筆
順を知らなくても字が書ければそれでよいから」「③書きやすい筆順で書いた方がよいから」「④

【図④7―1―2】中学校教員全体
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筆順を覚えるのがたいへんだから」「⑤筆順は自然に身につくものだから」「⑥テストなどに出
ることはないから」「⑦その他」）を設け、複数回答可で尋ねた。ただし、2.2.7.で「②行わな
くてよい」と回答した中学校教員は3人（比率は4％）で、すべて中学校教員国語以外であった。
それらを見ると、次の4つの選択肢で、回答数はそれぞれ1人であった。 

 ①筆順を知らなくても字がきれいに書けるから 

 ②筆順を知らなくても字が書ければそれでよいから 

 ③書きやすい筆順で書いた方がよいから 

 ⑦その他（必要ならば国語の授業でやるべき。他教科は漢字の筆順よりも重点をおくべき
ことがたくさんあるので。） 

 　筆順指導を「②行わなくてよい」という回答自体が少ないため、詳しいことは言えないが、
「⑦その他（必要ならば国語の授業でやるべき。他教科は漢字の筆順よりも重点をおくべきこ
とがたくさんあるので。）」という回答から、2.2.5.の「漢字指導の有無」、2.2.6.の「筆順指導
の有無」などで述べてきたように、筆順は「国語」で指導するものであり、「国語」以外の教
科では指導する必要がないと捉えていることがわかる。 

 2.2.8．漢字を書くときの注意点について 

 　板書の際、漢字を書く上で注意している点について、7つの選択肢（「①きれいさ（美しさ）」
「②読みやすさ」「③大きさ」「④はやさ（スピード）」「⑤書き順」「⑥何も注意していない」「⑦
その他」）を設け、複数回答可で尋ねた。その結果を、中学校教員全体・中学校教員国語・中
学校教員国語以外に分けて示すと、【図④8 ― 1】【図④8 ― 2】【図④8 ― 3】のようになる。 

 　【図④8 ― 1】より、中学校教員全体では、「③大きさ」が26％で最も比率が高く、2％差で「②
読みやすさ」の24％が続く。この結果は、小学校教員全体と同じである。中学校教員全体も
小学校教員全体と同じように、生徒にとって間違いなく正確に読める漢字を書こうとしている
ことがわかる。また、中学校教員全体では、「⑥何も注意していない」の比率は0％である。
この点も、小学校教員全体の結果と同じである。中学校教員は、小学校教員と同様に、板書す
る際、何かしらのことに注意しながら文字を書いていることがわかる。 

 　【図④8 ― 2】【図④8 ― 3】より、中学校教員国語・中学校教員国語以外ともに中学校教員全体
とほぼ同じ比率となっており、専門教科による差はない。 
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【図④8―1】中学校教員全体 【図④8―2】中学校教員国語 【図④8―3】中学校教員国語以外
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 2.2.9．他人の筆順について 

 　学校で学ぶ筆順と違う筆順で字を書く人を見てどのような印象を持つかについて、5つの選
択肢（「①とてもよい印象を持つ」「②ややよい印象を持つ」「③あまりよい印象は持たない」「④
まったくよい印象は持たない」「⑤別に何も思わない（よい印象も悪い印象も持たない）」）を
設け、尋ねた。その結果を、中学校教員全体・中学校教員国語・中学校教員国語以外に分けて
示すと、【図④9 ― 1】【図④9 ― 2】【図④9 ― 3】のようになる。 

 　【図④9 ― 1】より、中学校教員全体では、「③あまりよい印象は持たない」と「④まったくよ
い印象は持たない」を合わせた比率が62％となっている。62％という比率は、小学校教員全
体と同じであり、中学校教員全体も小学校教員全体と同様に、他人の筆順に対して厳しいこと
がわかる。 

 　【図④9 ― 2】【図④9 ― 3】より、中学校教員国語と中学校教員国語以外の「④まったくよい印
象は持たない」の比率はほぼ同じである。しかし、「③あまりよい印象は持たない」の比率は、
中学校教員国語の方が15％以上高い。この結果も、小学校教員の結果と同じである。中学校
教員国語は、小学校教員国語と同様に、より他人の筆順に対して厳しいことがわかる。 

 2.2.10．漢字指導上の苦労について 

 　漢字指導上の苦労の有無について、2つの選択肢（「①苦労がない」「②苦労がある」）を設け、
尋ねた。その結果を、中学校教員全体・中学校教員国語・中学校教員国語以外に分けて示すと、
【図④10 ― 1】【図④10 ― 2】【図④10 ― 3】のようになる。 

 　【図④10 ― 1】より、中学校教員全体では、「①苦労がない」の比率が51％、「②苦労がある」
の比率が36％と、「①苦労がない」の方が上回っており、半数以上の中学校教員は漢字指導上
で問題を抱えていない。この結果は、小学校教員全体の結果と大きく異なる。小学校教員全体
では、「①苦労がない」の比率が31％、「②苦労がある」の比率が55％で、中学校教員全体と
逆の結果となっている。小学校教員全体と中学校教員全体とでこのような違いが見られる要因
としては、次の3点が考えられる。 

 （1 ）小学校教員はすべての教科を指導するのに対して、中学校教員は専門教科だけを指導
するので、専門教科が国語以外の中学校教員は、漢字指導を行っていない 

 （2 ）中学校では、学習内容・範囲が小学校よりも広がるため、漢字指導まで行う時間的余
裕がない 

【図④9―1】中学校教員全体 【図④9―2】中学校教員国語 【図④9―3】中学校教員国語以外
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 （3 ）漢字指導は、主に小学校で行われるものと捉えられている
　中学校教員において、専門教科が「国語」かどうかによって、漢字指導の苦労の有無が生じ
るということである。 

 　【図④10 ― 2】【図④10 ― 3】より、中学校教員国語の方が、中学校教員国語以外よりも「②苦
労がある」の比率が40％ほど高くなっている。上述したように、中学校教員には、漢字指導
は「国語」で行うという意識が強く、専門教科が国語以外の教員は、漢字指導を行わないため、
漢字指導で苦労を感じていない（感じる機会がない）ということである。 

 2.2.11．『筆順指導の手びき』の認知について 

 　現在、筆順指導の基準となっている『筆順指導の手びき』（昭和33（1958）年、文部省）を知っ
ているかどうか（そこで示されている筆順は、あくまで指針であって絶対的なものではないと
いうこと）について、2つの選択肢（「①知っていた」「②知らなかった」）を設け、尋ねた。
その結果を、中学校教員全体・中学校教員国語・中学校教員国語以外に分けて示すと、【図④
11 ― 1】【図④11 ― 2】【図④11 ― 3】のようになる。 

 　【図④11 ― 1】より、中学校教員全体では、「①知っていた」の比率が23％、「②知らなかった」
の比率が74％で、多くの中学校教員が知らない。「①知っていた」の比率について、小学校教
員全体と比較すると中学校教員全体の方が15％低い。小学校教員は、基本的にすべての教科
を指導するため、国語教育に関することある程度は学んでいる。そのため、専門教科が国語以
外の教員であっても、現在、筆順指導の基準となっている『筆順指導の手びき』のことを知っ
ている教員が多い。一方、中学校教員は、基本的に専門教科のみを指導するため、専門教科が

【図④10―1】中学校教員全体
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【図④10―2】中学校教員国語
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【図④10―3】中学校教員国語以外
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【図④11―1】中学校教員全体
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【図④11―2】中学校教員国語
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【図④11―3】中学校教員国語以外
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国語以外の教員は、『筆順指導の手びき』のことを知らないということである。 

 　それは、【図④11 ― 1】【図④11 ― 2】の結果からもわかる。中学校教員国語では、「①知っていた」
の比率が62％で、小学校教員国語よりも10％ほど高い。一方、中学校教員国語以外では、「①知っ
ていた」の比率が16％で、小学校教員国語以外よりも20％近く低い。中学校教員では、専門
教科が国語かどうかが大きく関係しているということである。 

 2.2.11.1．『筆順指導の手びき』認知後の変化について 

 　2.2.11.で『筆順指導の手びき』を「②知らなかった」と回答した中学校教員に、『筆順指導
の手びき』が「現在の筆順の基準になっているということ」「そこで示されている筆順は、あ
くまで指針であって絶対なものではないということ」を知って、心境の変化があったかどうか
について、2つの選択肢（「①変化はない」「②変化があった」）を設け、尋ねた。その結果を、
中学校教員全体・中学校教員国語・中学校教員国語以外に分けて示すと、【図④11 ― 1 ― 1】【図
④11 ― 2 ― 1】【図④11 ― 3 ― 1】のようになる。 

 　【図④11 ― 1 ― 1】より、中学校教員全体では、「①変化はない」の比率が78％で、大半の中学
校教員に変化がなかったことがわかる。この結果は、小学校教員全体とほぼ同じである。 

 　2.2.11.で『筆順指導の手びき』を「②知らなかった」と回答した中学校教員国語は5人で非
常に少ないため、単純に比較することはできないが、【図④11 ― 2 ― 1】【図④11 ― 3 ― 1】より、中
学校教員国語では、「②変化があった」の比率が40％で、中学校教員国語以外より22％高い。
中学校教員国語以外で「②変化があった」についての具体的な記述を見ると、大半が「（現在
教えている）筆順は、一つの指針に過ぎないのだから、強制的に教える必要はないと思うよう
になった」という回答であった。ここから、中学校教員においても、小学校教員と同様に、『筆
順指導の手びき』について認知していれば、筆順指導を行うか、また行うとすればどのように
行うかなど筆順指導の在り方に対する認識が変わってくる可能性があることがわかる。あたか
も絶対的な規範として認識されている現在の筆順指導の在り方について考え直すためには、や
はり教員が『筆順指導の手びき』のことを認知する必要があると言える。 

【図④11―1―1】中学校教員全体
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【図④11―2―1】中学校教員国語
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【図④11―3―1】中学校教員国語以外
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 第3部 　 日本語教育における調査結果の分析 

 第1章　日本語教育における漢字学習者の調査結果の分析 

 1．日本語学習者における調査結果の分析 
 1.1．出身国・地域について 

 　日本語学習者の出身国について、20の選択肢（「①中国」「②韓国（大韓民国）」「③モンゴル」
「④インドネシア」「⑤タイ」「⑥フィリピン」「⑦ベトナム」「⑧マレーシア」「⑨ネパール」「⑩
インド」「⑪オーストラリア」「⑫アメリカ」「⑬カナダ」「⑭フランス」「⑮ドイツ」「⑯ロシア」
「⑰モザンビーク」「⑱ナイジェリア」「⑲ケニア」「⑳その他」）を設け、尋ねた。国際交流基
金による地域分類に従って分類した結果結果を示すと、【図⑤1】のようになる。 

 　【図⑤1】より、「①東アジア地域」が71％で最も比率が高い。「②東南アジア地域」「③南ア
ジア地域」を含める（「⑧中央アジア地域」は0人のため除く）と「アジア地域」が85％となり、
大半を占めている。特に、「中国」出身者（香港を含む）が多く、全体の53％と半数を超えて
いる。その次に多いのが、「韓国」で、全体の10％を占めている。 

①東アジア地域 ⑪アフリカ地域
②東南アジア地域 ⑫中米地域
③南アジア地域 ⑬東欧地域
④大洋州地域 ⑭その他
⑤北米地域
⑥南米地域
⑦西欧地域
⑧中央アジア地域
⑨中東地域
⑩北アフリカ地域

 1.2．使用言語について 

 　使用言語について、19の選択肢（「①中国語」「②朝鮮語（韓国語）」「③モンゴル語」「④イ
ンドネシア語」「⑤タイ語」「⑥フィリピン語」「⑦ベトナム語」「⑧マレーシア語」「⑨ウルドゥー

【図⑤1】日本語学習者全体

①
71％71％

②
13％13％

①
71％

②
13％

④0％
③1％

⑤4％
⑥1％
⑦3％
⑧0％
⑨2％
⑩1％⑪1％

⑫1％⑬0％
⑭2％

①中国語 ⑪ドイツ語
②朝鮮語（韓国語） ⑫フランス語
③モンゴル語 ⑬ポーランド語
④インドネシア語 ⑭チェコ語
⑤タイ語 ⑮イタリア語
⑥フィリピン語 ⑯スペイン語
⑦ベトナム語 ⑰ポルトガル語
⑧マレーシア語 ⑱ロシア語
⑨ウルドゥー語 ⑲その他
⑩英語 ⑳無回答

【図⑤2】日本語学習者全体
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①
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語」「⑩英語」「⑪ドイツ語」「⑫フランス語」「⑬ポーランド語」「⑭チェコ語」「⑮イタリア語」
「⑯スペイン語」「⑰ポルトガル語」「⑱ロシア語」「⑲その他」）を設け、複数回答可で尋ねた。
その結果を示すと、【図⑤2】のようになる。 

 　【図⑤2】より、「①中国語」が53％で最も比率が高く、半数以上を占めている。これは、1.1.の
「出身国・地域」で述べたように、回答者の半数以上の出身国が「中国」であるためである。 

 1.3．学習期間について 

 　日本語の学習期間について、6つの選択肢（「①1年未
満」「②1年以上～2年未満」「③2年以上～3年未満」「④
3年以上～4年未満」「⑤4年以上～5年未満」「⑥5年以
上」）を設け、尋ねた。その結果を示すと、【図⑤3】の
ようになる。 

 　【図⑤3】より、日本語学習者では、「③2年以上～3年
未満」が25％で最も比率が高い。「①1年未満」「②1年
以上～2年未満」を合わせた「3年未満」の日本語学習
者の比率は70％近くになり、多くの日本語学習者を占
めている。一方、「3年以上」の比率は30％で、特に「⑥5年以上」の比率となると、7％と非
常に少ない。 

 1.4．性別について 

 　性別について、その結果を示すと、【図⑤4】のように
なる。 

 　【図⑤4】より、男性の比率が42％、女性の比率が58％で、
やや女性の方が高い。 

 　ただし、これより以降の結果については、漢字文化圏（中
国（香港を含む）・台湾・モンゴル・韓国・ベトナム）と
非漢字文化圏に分けて見ていくこととする。一口に「漢字
文化圏」と言っても、それぞれ実情は異なる。韓国では、
現在ハングルが一般的であり、特に若い世代では漢字を理解・使用できる人は非常に少ない。
ベトナムでも、クオック・グーというアルファベット表記が一般的であり、漢字を理解・使用
できるのは一部の人に限られている。一方、中国は、漢字中心である。このように国や地域に
よって漢字の使用状況に差があるが、漢字の影響を大きく受けている（受けてきた）というこ
とで、韓国やベトナムも「漢字文化圏」に含めた（どの国・地域を含めるかについては、社団
法人日本語教育学会（2005）『新版日本語教育事典』も参考にした）。 

 1.5．漢字学習に対する好き嫌いについて 

 　漢字学習が好きか嫌いかについて、3つの選択肢（「①好き」「②きらい」「③どちらでもない」）
を設け、尋ねた。その結果を、日本語学習者全体・日本語学習者漢字文化圏（以下、「漢字文
化圏」と表す）・日本語学習者非漢字文化圏（以下、「非漢字文化圏」と表す）に分けて示すと、
【図⑤5 ― 1】【図⑤5 ― 2】【図⑤5 ― 3】のようになる。 

【図⑤3】日本語学習者全体
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【図⑤4】日本語学習者全体
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 　【図⑤5 ― 1】より、日本語学習者全体では、「①好き」が56％で最も比率が高く、「②きらい」
は8％と非常に少ない。国語教育における漢字学習者（小学生全体・中学生全体）が「③どち
らもでない」が最も比率が高くなっていることから考えると、半数以上が「①好き」と回答し
ている日本語学習者全体は、漢字学習に対して非常に肯定的であることがわかる。 

 　【図⑤5 ― 2】【図⑤5 ― 3】より、「①好き」の比率は、漢字文化圏・非漢字文化圏ともに、日本
語学習者全体とほぼ同じ比率であるが、「②きらい」の比率に差がある。非漢字文化圏は「②
きらい」の比率が、漢字文化圏より10％ほど高い。普段漢字を見ることがなく、漢字に慣れ
親しんでいない非漢字文化圏の日本語学習者にとって、漢字学習は嫌なものとして捉えられて
いる。 

 1.6．筆順指導の有無について 

 　筆順指導を受けているか、その有無について、3つの選択肢（「①今も習っている」「②今は習っ
ていないが習ったことがある」「③今まで習ったことはない」）を設け、尋ねた。その結果を、
日本語学習者全体・漢字文化圏・非漢字文化圏に分けて示すと、【図⑤6 ― 1】【図⑤6 ― 2】【図⑤
6 ― 3】のようになる。 

 　【図⑤6 ― 1】より、日本語学習者全体では、「①今も習っている」と「②今は習っていないが習っ
たことがある」を合わせた比率が75％で、大半の日本語学習者が筆順指導を受けている（受
けていた）ことがわかる。 

 　【図⑤6 ― 2】【図⑤6 ― 3】より、漢字文化圏と非漢字文化圏とで大きな差が見られる。漢字文
化圏では、「③今まで習ったことはない」の比率が33％で、非漢字文化圏より30％も高い。一方、

【図⑤5―1】日本語学習者全体

①好き①好き
56％56％

②きらい②きらい
8％8％

③どちらで③どちらで
もないもない
36％36％

④その他④その他
0％0％

⑤無回答⑤無回答
0％0％

④その他
0％

⑤無回答
0％

①好き
56％

②きらい
8％

③どちらで
もない
36％

④その他
0％

⑤無回答
0％

①好き
57％

④その他
1％

⑤無回答
0％

①好き
55％

②きらい
14％

③どちらも
でない
31％

③どちらで
もない
37％

【図⑤5―2】漢字文化圏
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【図⑤5―3】非漢字文化圏
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【図⑤6―1】日本語学習者全体
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【図⑤6―2】漢字文化圏
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【図⑤6―3】非漢字文化圏
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非漢字文化圏では、「①今も習っている」の比率が55％で、漢字文化圏より26％高く、「②今
は習っていないが習ったことがある」と合わせると、その比率は97％とほぼ全員に近くなる。
漢字文化圏では、日本語を学習する以前より漢字（筆順）を知っている（慣れている）ために、
日本語学習の際に筆順指導を受けない学習者がある一定の比率で存在するのに対して、非漢字
文化圏では、日本語を学習する際に初めて漢字に触れるため、ほぼ全員が漢字学習において筆
順指導を受けているということがわかる。 

 1.6.1．筆順指導を受ける理由について 

 　1.6.の質問で「①今も習っている」「②今は習っていないが習ったことがある」と回答した
日本語学習者に、筆順指導を受けている（受けた）理由について、8つの選択肢（「①字がき
れいに書けるようになるから」「②字が書きやすくなるから」「③筆順を習うのはあたりまえだ
から」「④テストなど問題に出るから」「⑤字が読めるようになるから」「⑥字の成り立ちがわ
かるから」「⑦字が覚えやすくなるから」「⑧その他」）を設け、複数回答可で尋ねた。その結
果を、日本語学習者全体・漢字文化圏・非漢字文化圏に分けて示すと、【図⑤6 ― 1 ― 1】【図⑤6 ―
 2 ― 1】【図⑤6 ― 3 ― 1】のようになる。 

 　【図⑤6 ― 1 ― 1】より、日本語学習者全体では、「①字がきれいに書けるようになるから」が
25％で最も比率が高く、その次に「②字が書きやすくなるから」の20％が続く。「①字がきれ
いに書けるようになるから」「②字が書きやすくなるから」の順に比率が高いということにつ
いては、小学生全体・中学生全体・小学校教員全体・中学校教員全体と同じである。国語教育・
日本語教育、漢字学習者・漢字指導者にかかわらず共通していることがわかる。 

 　【図⑤6 ― 2 ― 1】【図⑤6 ― 3 ― 1】より、非漢字文化圏は、「①字がきれいに書けるようになるから」
も比率が漢字文化圏より10％低い。非漢字文化圏の学習者にとっては、「きれいに書く」より
もまずは「書けるようになる」ということが重視されていることがわかる。 
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【図⑤6―1―1】日本語学習者全体
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【図⑤6―2―1】漢字文化圏
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 1.6.2．筆順指導を受けての変化について 

 　1.6.の質問で「①今も習っている」「②今は習っていないが習ったことがある」と回答した
日本語学習者に、筆順指導を受けてどのような変化があったかについて、7つの選択肢（「①
字がきれいに書けるようになった」「②字が書きやすくなった」「③テストなどで答えられるよ
うになった」「④字の成り立ちがわかるようになった」「⑤字が覚えやすくなった」「⑥何も変
わらなかった」「⑦その他」）を設け、複数回答可で尋ねた。その結果を、日本語学習者全体・
漢字文化圏・非漢字文化圏に分けて示すと、【図⑤6 ― 1 ― 2】【図⑤6 ― 2 ― 2】【図⑤6 ― 3 ― 2】のよう
になる。 

 　【図⑤6 ― 1 ― 2】より、日本語学習者全体では、「②字が書きやすくなった」が29％で最も比率
が高い。1.6.1.の「筆順指導を受ける理由」でも、「字が書けるようになる」ことに関する選択
肢の比率が高く、日本語学習者全体にとって、「字が書けるようになる」ということが第一に
考えられているということがわかる。 

 　【図⑤6 ― 2 ― 2】【図⑤6 ― 3 ― 2】より、漢字文化圏・非漢字文化圏ともに日本語学習者全体とほ
ぼ同じ比率となっており、差はない。 

①字がきれいに書けるようになった
②字が書きやすくなった
③テストなどで答えられるようになった
④字の成り立ちがわかるようになった
⑤字が覚えやすくなった
⑥何も変わらなかった
⑦その他
⑧無回答

 1.6.3．筆順指導を受けてこなかった日本語学習者について 

 　1.6.の質問で筆順を「③今まで習ったことはない」と回答した日本語学習者に、筆順指導を
受けたかったかどうかについて、3つの選択肢（「①習いたかった」「②習いたくなかった」「③
どちらでもない」）を設け、尋ねた。ただし、1.6.で「③今まで習ったことはない」と回答し
た日本語学習者のうち、大半は漢字文化圏の学習者であった（非漢字文化圏の学習者は2人し
かいなかった）。そこで、この質問では、日本語学習者全体の結果を省略し、漢字文化圏を【図
⑤6 ― 2 ― 3】で示し、非漢字文化圏については【表8】として実人数で示す。 

 　【図⑤6 ― 2 ― 3】より、漢字文化圏では、「②習いたくなかった」が36％で最も比率が高い。た

【図⑤6―1―2】日本語学習者全体
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【図⑤6―2―2】漢字文化圏
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【図⑤6―3―2】非漢字文化圏

①
30％

②
28％

③
5％

④
12％

⑤
10％

⑥
3％

⑦
1％

⑧
11％①

27％

②
29％③

7％

④
13％

⑤
12％

⑥
3％

⑦
1％

⑧
8％

①
22％22％

②
32％32％③

9％9％

④
14％14％

⑤
14％14％

⑥
3％3％

⑦
2％2％

⑧
4％4％

①
22％

②
32％③

9％

④
14％

⑤
14％

⑥
3％

⑦
2％

⑧
4％



― 55 ―

国語教育・日本語教育における筆順指導の実態及び意識に関する研究

だし、「①習いたかった」「③どちらでもない」も30％前後の比率でそれほど大きな差はない。 

 　非漢字文化圏については、回答者数が少ないため、詳細は不明である。 

  1.7．筆順指導の必要性について 

　筆順指導の必要性について、3つの選択肢（「①習うべき」「②習わなくてよい」「③どちら
でもない」）を設け、尋ねた。その結果を、日本語学習者全体・漢字文化圏・非漢字文化圏に
分けて示すと、【図⑤7 ― 1】【図⑤7 ― 2】【図⑤7 ― 3】のようになる。 

 　【図⑤7 ― 1】より、日本語学習者全体では、「①習うべき」の比率が70％と高く、日本語学習
者たちの多くが、筆順指導を「必要だ」と捉えていることがわかる。 

 　【図⑤7 ― 2】【図⑤7 ― 3】より、非漢字文化圏は、漢字文化圏よりも「①習うべき」の比率が7％
低く、「③どちらでもない」の比率が17％高い。上述したように、非漢字文化圏の学習者にとっ
ては、漢字を習得することが一番重要であり、筆順まで学習する余裕がないということである。 

 1.7.1．筆順指導が必要である理由について 

 　1.7.の質問で筆順を「①習うべき」と回答した日本語学習者に、筆順指導が必要な理由につ
いて、8つの選択肢（「①字がきれいに書けるようになるから」「②字が書きやすくなるから」「③
筆順を習うのはあたりまえだから」「④テストなど問題に出るから」「⑤字が読めるようになる
から」「⑥字の成り立ちがわかるから」「⑦字が覚えやすくなるから」「⑧その他」）を設け、複
数回答可で尋ねた。その結果を、日本語学習者全体・漢字文化圏・非漢字文化圏に分けて示す
と、【図⑤7 ― 1 ― 1】【図⑤7 ― 2 ― 1】【図⑤7 ― 3 ― 1】のようになる。 

 　【図⑤7 ― 1 ― 1】より、日本語学習者全体では、「①字がきれいに書けるようになるから」が
24％で最も比率が高く、その次に「②字が書きやすくなるから」の20％が続く。この結果は、
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【図⑤6―2―3】漢字文化圏

【図⑤7―1】日本語学習者全体 【図⑤7―2】漢字文化圏 【図⑤7―3】非漢字文化圏
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【表8】非漢字文化圏

①習いたかった 1人

②習いたくなかった 0人

③どちらでもない 0人

④無回答 1人
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小学生・中学生・小学校教員・中学校教員と同じであり、国語教育・日本語教育、漢字学習者・
漢字指導者にかかわらず共通している。 

 　【図⑤7 ― 2 ― 1】【図⑤7 ― 3 ― 1】より、漢字文化圏・非漢字文化圏ともに日本語学習者とほぼ同
じ比率になっており、差はない。 

 　上記の結果は、1.6.1.の「筆順指導を受ける理由」とほぼ同じである。日本語学習者にとって、
筆順指導を受ける理由と筆順指導を必要と考える理由とが同じものとして捉えられていること
がわかる。 

①字がきれいに書けるようになるから
②字が書きやすくなるから
③筆順を習うのはあたりまえだから
④テストなど問題に出るから
⑤字が読めるようになるから
⑥字の成り立ちがわかるから
⑦字が覚えやすくなるから
⑧その他
⑨無回答

 1.7.2．筆順指導が不必要である理由について 

 　1.7.の質問で筆順を「②習わなくてよい」と回答した日本語学習者に、筆順指導が必要でな
い理由について、8つの選択肢（「①筆順を知らなくても字がきれいに書けるから」「②筆順を
知らなくても字が書ければそれでよいから」「③筆順を知らなくても字が読めればそれでよい
から」「④書きやすい筆順で書いた方がよいから」「⑤筆順を覚えるのがたいへんだから」「⑥
筆順は自然に身につくものだから」「⑦テストなどに出ることはないから」「⑧その他」）を設け、
複数回答可で尋ねた。ただし、1.7.で「②習わなくてよい」と回答した比率は、日本語学習者
全体の12％（29人）と少ない。そこで、この質問の結果について、日本語学習者全体・漢字
文化圏・非漢字文化圏に分けて実人数を示すと、【表9】のようになる。 

 　【表9】より、非漢字文化圏の回答が少ないものの、「①筆順を知らなくても字がきれいに書
けるから」「②筆順を知らなくても字が書ければそれでよいから」「③筆順を知らなくても字が
読めればそれでよいから」といった回答が多い。この結果からも、日本語学習者にとって、筆
順よりも漢字を習得することの方が重視されていることがわかる。 

【図⑤7―1―1】日本語学習者全体
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【図⑤7―2―1】漢字文化圏
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【図⑤7―3―1】非漢字文化圏
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【表9】筆順指導が必要でない理由
全　体 漢　字 非漢字

①筆順を知らなくても字がきれいに書けるから 10人 10人 0人

②筆順を知らなくても字が書ければそれでよいから 11人 10人 1人

③筆順を知らなくても字が読めればそれでよいから 8人 6人 2人

④書きやすい筆順で書いた方がよいから 8人 7人 1人

⑤筆順を覚えるのはたいへんだから 4人 4人 0人

⑥筆順は自然に身につくものだから 8人 7人 1人

⑦テストなどに出ることはないから 4人 4人 0人

⑧その他 3人 3人 0人

⑨無回答 3人 2人 1人

 1.8．漢字を書くときの注意点について 

 　漢字を書くときの注意点について、7つの選択肢（「①きれいさ（美しさ）」「②読みやすさ」
「③大きさ」「④はやさ（スピード）」「⑤筆順」「⑥なにも注意していない」「⑦その他」）を設け、
複数回答可で尋ねた。その結果を、日本語学習者全体・漢字文化圏・非漢字文化圏に分けて示
すと、【図⑤8 ― 1】【図⑤8 ― 2】【図⑤8 ― 3】のようになる。 

 　【図⑤8 ― 1】より、日本語学習者全体では、「①きれいさ」が31％で最も比率が高く、その次
に「②読みやすさ」の24％が続く。一方、「⑥なにも注意していない」は2％しかなく、大半
の日本語学習者が何かしらに注意して書いていることがわかる。 

 　【図⑤8 ― 2】【図⑤8 ― 3】より、漢字文化圏の方が、非漢字文化圏より「①きれいさ」の比率
が高く、「②読みやすさ」の比率が低い。漢字に慣れ親しんでいる漢字文化圏の学習者が、「き
れいさ」を求めているのに対して、漢字に慣れ親しんでいない非漢字文化圏の学習者は、「き
れいさ」ではなく「読みやすさ」を求めている。非漢字文化圏の方が「③大きさ」の比率が高
いことも合わせて考えると、非漢字文化圏の学習者は、「書ける（読める）」ということを重視
していることがわかる。 

【図⑤8―1】日本語学習者全体
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【図⑤8―2】漢字文化圏
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【図⑤8―3】非漢字文化圏
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1％1％

③大きさ
13％

①きれいさ
20％

②読みやすさ
29％

③大きさ
18％

④はやさ
13％

⑤筆順
16％

⑥なにも注意
していない

2％

⑦その他
1％

⑧無回答
1％



― 58 ―

漢字・日本語教育研究　第1号

 1.9．他人の筆順について 

 　自分と違う筆順で字を書く人を見てどのような印象を持つかについて、5つの選択肢（「①
とてもよい印象を持つ」「②ややよい印象を持つ」「③あまりよい印象は持たない」「④まった
くよい印象は持たない」「⑤別になにも思わない（よい印象も悪い印象も持たない）」）を設け、
尋ねた。その結果を、日本語学習者全体・漢字文化圏・非漢字文化圏に分けて示すと、【図⑤
9 ― 1】【図⑤9 ― 2】【図⑤9 ― 3】のようになる。 

 　【図⑤9 ― 1】より、日本語学習者全体では、「⑤別になにも思わない」が47％と最も比率が高く、
半数近くの日本語学習者は他人の筆順に対して「何も感じていない」ことがわかる。「③あま
りよい印象は持たない」と「④まったくよい印象は持たない」を合わせた「よい印象を持たな
い」の比率は23％で、小学生全体・中学生全体・小学校教員全体・中学校教員全体の比率よ
りも低い。これらのことからも、日本語学習者は、他人の筆順に対して特に気にしていない（厳
しく見ていないない）ことがわかる。 

 　【図⑤9 ― 2】【図⑤9 ― 3】より、非漢字文化圏の方が、漢字文化圏よりも「⑤別になにも思わ
ない」の比率が高く、他人の筆順に対して特に気にしていない（厳しく見ていない）ことがわ
かる。 

 1.10．漢字学習上での苦労について 

 　漢字学習上での苦労の有無について、2つの選択肢（「①苦労がない」「②苦労がある」）を
設け、尋ねた。その結果を、日本語学習者全体・漢字文化圏・非漢字文化圏に分けて示すと、
【図⑤10 ― 1】【図⑤10 ― 2】【図⑤10 ― 3】のようになる。 

 　【図⑤10 ― 1】より、日本語学習者全体では、「①苦労がない」の比率が65％で、半数以上の
日本語学習者は、漢字学習上で問題を抱えていない。ただし、これは今回のアンケート調査の
回答者の多くが、漢字文化圏（その中でも特に中国）の学習者であることが影響している。そ
れは、漢字文化圏・非漢字文化圏に分けて見ると、異なった結果を示すことからわかる。 

 　【図⑤10 ― 2】【図⑤10 ― 3】より、漢字文化圏では、「①苦労がない」の比率が78％、「②苦労
がある」の比率が21％、非漢字文化圏では、「①苦労がない」の比率が34％、「②苦労がある」
の比率が63％と、逆の結果を示している。漢字に慣れ親しんでいる漢字文化圏の学習者にとっ
て、漢字学習が当たり前のこととして捉えられているのに対して、漢字に慣れ親しんでいない
非漢字文化圏の学習者にとって、漢字学習は未知のもので、なおかつ習得困難なものと捉えら

【図⑤9―3】非漢字文化圏【図⑤9―1】日本語学習者全体

⑥無回答⑥無回答
2％2％

①とてもよい①とてもよい
12％12％

②ややよい②ややよい
印象を持つ印象を持つ

16％16％

③あまりよい③あまりよい
印象は持たない印象は持たない

22％22％

④まったくよくない④まったくよくない
1％1％

⑤別になにも⑤別になにも
思わない思わない

47％47％

③あまりよい
印象は持たない

20％
⑤別になにも
思わない

55％

②ややよい
印象を持つ

18％

③あまりよい
印象は持たない

23％

⑤別になにも
思わない

43％

⑥無回答
3％

①とてもよい
印象を持つ

12％

②ややよい
印象を持つ

16％

③あまりよい
印象は持たない

22％

④まったくよい印象は持たない
1％

⑤別になにも
思わない

47％

【図⑤9―2】漢字文化圏

⑥無回答
2％

①とてもよい
12％

②ややよい
印象を持つ

16％

③あまりよい
印象は持たない

22％

④まったくよくない
1％

⑤別になにも
思わない

47％

③あまりよい
印象は持たない

20％
⑤別になにも
思わない

55％

②ややよい②ややよい
印象を持つ印象を持つ

18％18％

③あまりよい③あまりよい
印象は持たない印象は持たない

23％23％

⑤別になにも⑤別になにも
思わない思わない

43％43％

⑥無回答
2％

①とてもよい
印象を持つ

14％

②ややよい
印象を持つ

18％

③あまりよい
印象は持たない

23％

④まったくよい印象は持たない
0％

⑤別になにも
思わない

43％

⑥無回答
2％

①とてもよい
12％

②ややよい
印象を持つ

16％

③あまりよい
印象は持たない

22％

④まったくよくない
1％

⑤別になにも
思わない

47％

③あまりよい③あまりよい
印象は持たない印象は持たない

20％20％
⑤別になにも⑤別になにも
思わない思わない

55％55％

②ややよい
印象を持つ

18％

③あまりよい
印象は持たない

23％

⑤別になにも
思わない

43％

⑥無回答
2％

①とてもよい
印象を持つ

8％ ②ややよい
印象を持つ

11％

③あまりよい
印象は持たない

20％

④まったくよい
印象は持たない

3％

⑤別になにも
思わない

55％



― 59 ―

国語教育・日本語教育における筆順指導の実態及び意識に関する研究

れている。 

 　「②苦労がある」と回答した日本語学習者の記述を見ると、漢字文化圏の学習者では、「日本
語と母語（主に中国語）とで違う漢字があるので間違えやすい」という回答が多いのに対して、
非漢字文化圏の学習者では、「覚える字が多くてなかなか覚えられない」「漢字の覚え方がわか
らない」「音読みと訓読みがあって覚えるのがたいへん」などの回答が多い。漢字に慣れ親し
んでいる学習者とまったく慣れ親しんでない学習者とで、学習上に感じる苦労に大きな差が見
られることがわかる。 

 第2章　日本語教育における漢字指導者の調査結果の分析 

 2．日本語教員における調査結果の分析 
 　日本語教員においては、性別や指導歴別に分析する方がより詳細に傾向を明らかにできる。
しかし、今回のアンケート調査では、回答者数が多くないため、一括して結果を分析すること
とする。 

 2.1．性別について 

 　性別について、その結果を示すと、【図⑥1】のように
なる。 

 　【図⑥1】より、男性の比率が15％、女性の比率が85％で、
男性よりも女性の方が高い（アンケート調査の依頼時に、
性別が均等になるようにお願いはしていない）。日本語教
員は、男性よりも女性が多いということがわかる。 

 2.2．年代について 

 　年代について、その結果を示すと、【図⑥2】のように
なる。 

 　【図⑥2】より、50代が33％で最も比率が高く、その次
に40代の31％が続く。この2つの年代を合わせた比率は
64％となる。日本語教員の多くがこの2つの年代であるこ
とがわかる。 

【図⑤10―1】日本語学習者全体

③無回答③無回答
2％2％

①苦労が①苦労が
ないない
65％65％

②苦労が②苦労が
あるある
33％33％

③無回答
3％

①苦労が
ない
34％

②苦労が
ある
63％

③無回答
1％

①苦労が
ない
78％

②苦労がある
21％

③無回答
2％

①苦労が
ない
65％

②苦労が
ある
33％

【図⑤10―2】漢字文化圏

③無回答
2％

①苦労が
ない
65％

②苦労が
ある
33％

③無回答
3％

①苦労が
ない
34％

②苦労が
ある
63％

③無回答③無回答
1％1％

①苦労が①苦労が
ないない
78％78％

②苦労がある②苦労がある
21％21％

③無回答
1％

①苦労が
ない
78％

②苦労がある
21％

【図⑤10―3】非漢字文化圏

③無回答
2％

①苦労が
ない
65％

②苦労が
ある
33％

③無回答③無回答
3％3％

①苦労が①苦労が
ないない
34％34％

②苦労が②苦労が
あるある
63％63％

③無回答
1％

①苦労が
ない
78％

②苦労がある
21％

③無回答
3％

①苦労が
ない
34％

②苦労が
ある
63％

【図⑥1】日本語教員全体

①20代
0％

②30代
20％

③40代
31％

④50代
33％

⑤7年以上
10年未満

9％

⑥10年以上～
15年未満

24％

⑦15年以上
55％

⑤60代
16％

男性男性
15％15％

女性女性
85％85％

男性
15％

女性
85％

【図⑥2】日本語教員全体

①20代①20代
0％0％

②30代②30代
20％20％

③40代③40代
31％31％

④50代④50代
33％33％

⑤7年以上
10年未満

9％

⑥10年以上～
15年未満

24％

⑦15年以上
55％

⑤60代⑤60代
16％16％

①20代
0％

②30代
20％

③40代
31％

④50代
33％

⑤60代
16％

男性
15％

女性
85％
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 2.3．指導歴について 

 　日本語教員としての指導歴について、7つ
の選択肢（「①1年未満」「②1年以上～3年
未満」「③3年以上～5年未満」「④5年以上
～7年未満」「⑤7年以上～10年未満」「⑥10

年以上～15年未満」「⑦15年以上」）を設け、
尋ねた。その結果を示すと、【図⑥3】のよ
うになる。 

 　【図⑥3】より、「⑦15年以上」が55％と最
も比率が高く、その次に「⑥10年以上～15

年未満」の24％が続く。2.2.の「年代」で述べたように、日本語教員が主に40・50代であるこ
ともあり、指導歴が長くなっている。 

 2.4．漢字指導の有無について 

 　漢字指導を積極的に行っているか、その有無について、3

つの選択肢（「①行っている」「②行っていない」「③どちら
ともいえない」）を設け、尋ねた。その結果を示すと【図⑥4】
のようになる。 

 　【図⑥4】より、「③どちらともいえない」が44％で最も比
率が高い。有無という点で見ると、「①行っている」は
29％、「②行っていない」は26％とほぼ同じ比率である。日
本語教員は、漢字指導に対して積極的でも、また消極的で
もどちらでもないことがわかる。 

 　「①行っている」の比率が29％ということについては、小学校教員全体の比率よりも低い。
しかし、中学校教員全体の比率とほぼ同じである。中学校教員全体では、主に専門教科が国語
の教員が漢字指導を積極的に行っているのに対して、日本語を専門とする日本語教員は、漢字
指導を積極的に行っているわけでない。この点に、国語教育と日本語教育の違いが見られる。 

 2.5．筆順指導の有無について 

 　筆順指導を行っているか、その有無について、4つの選択
肢（「①よく行っている」「②比較的行っている」「③あまり行っ
ていない」「④まったく行っていない」）を設け、尋ねた。そ
の結果を示すと、【図⑥5】のようになる。 

 　【図⑥5】より、「①よく行っている」と「②比較的行って
いる」を合わせた比率は50％で、半数の日本語教員が筆順
指導を行っている。半数の日本語教員が筆順指導を行ってい
るという結果は、小学校教員全体よりも低く、中学校教員全体よりも高い。日本語教員全体に
おける筆順指導の状況は、小学校教員全体と中学校教員全体との中間に位置していることにな
る。 

①20代
0％

②30代
20％

③40代
31％

④50代
33％

⑤7年以上⑤7年以上
10年未満10年未満

9％9％

⑥10年以上～⑥10年以上～
15年未満15年未満

24％24％

⑥10年以上～
15年未満

24％

⑦15年以上⑦15年以上
55％55％

⑤60代
16％

⑧無回答
0％

①1年未満
0％

②1年以上～
3年未満

3％

③3年以上～
5年未満

3％

④5年以上～
7年未満

6％
⑤7年以上～

10年未満
9％

⑦15年以上
55％

男性
15％

女性
85％

【図⑥3】日本語教員全体

【図⑥4】日本語教員全体

①よく行っている
22％

②比較的
行っている

28％

③あまり行って
　いない
　37％

④まったく行って
いない12％

⑤無回答
1％

①行っている①行っている
29％29％

②行っていない②行っていない
26％26％

③どちらとも③どちらとも
いえないいえない

44％44％

④無回答④無回答
1％1％

④まったく
行っていない

12％

①行っている
29％

②行っていない
26％

③どちらとも
いえない

44％

④無回答
1％

①よく行っている①よく行っている
22％22％

②比較的②比較的
行っている行っている

28％28％

③あまり行って③あまり行って
　いない　いない
　37％　37％

④まったく行って④まったく行って
いない12％いない12％

⑤無回答⑤無回答
1％1％

①行っている
29％

②行っていない
26％

③どちらとも
いえない

44％

④無回答
1％

①よく行っている
22％

②比較的
行っている

28％

③あまり行って
　いない
　37％

④まったく④まったく
行っていない行っていない

12％12％

④まったく
行っていない

12％

⑤無回答
1％

【図⑥5】日本語教員全体
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 2.5.1．筆順指導を行う理由について 

 　2.5.の質問で筆順指導を「①よく行っている」「②比較的行っている」と回答した日本語教
員に、筆順指導を行う理由について、8つの選択肢（「①字がきれいに書けるようになるから」
「②字が書きやすくなるから」「③筆順を習うのはあたりまえだから」「④テストなど問題に出
るから」「⑤字が読めるようになるから」「⑥字の成り立ちがわかるから」「⑦字が覚えやすく
なるから」「⑧その他」）を設け、複数回答可で尋ねた。その結果を示すと、【図⑥5 ― 1】のよ
うになる。 

 　【図⑥5 ― 1】より、日本語教員全体では、「①字がきれいに書けるようになるから」が29％で
最も比率が高く、その次に「②字が書きやすくなるから」が27％で続く。この結果は、小学
生全体、中学生全体、小学校教員、中学校教員、日本語学習者と同じである。国語教育・日本
語教育、漢字学習者・漢字指導者にかかわらず、「きれいに書くため」「字を書きやすくするた
め」に、筆順指導を行っていることがわかる。 

 　また、3番目に「⑦字が覚えやすくなるから」が高い比率を示していることから、日本語教
員は、漢字を覚えるためにも筆順が必要だと捉えていることがわかる。 

①字がきれいに書けるようになるから
②字が書きやすくなるから
③筆順を習うのはあたりまえだから
④テストなど問題に出るから
⑤字が読めるようになるから
⑥字の成り立ちがわかるから
⑦字が覚えやすくなるから
⑧その他
⑨無回答

 2.5.2．筆順指導を行っての変化について 

 　2.5.の質問で筆順指導を「①よく行っている」「②比較的行っている」と回答した日本語教
員に、筆順指導を行って学習者にどのような変化があったかについて、8つの選択肢（「①字
がきれいに書けるようになった」「②字がはやく書けるようになった」「③テストなどで答えら
れるようになった」「④字の成り立ちがわかるようになった」「⑤字が読めるようになった」「⑥
字を覚えるようになった」「⑦何も変わらなかった」「⑧その他」）を設け、複数回答可で尋ねた。
その結果を示すと、【図⑥5 ― 2】のようになる。 

 　【図⑥5 ― 2】より、日本語教員全体では、「①字がきれいに書けるようになった」が31％で最
も比率が高い。「①字がきれいに書けるようになった」が最も高い比率を示すということにつ
いては、小学生・中学生・小学校教員・中学校教員・日本語学習者と同じである。しかし、2

番目に高い比率を示している「⑧その他」の記述を見ると、「筆順指導を行ってどのような変
化があったかはわからない」といった回答も多く見られる。また、比率自体はそれほど高くは
ないものの、小学校教員で0％であった「⑦何も変わらなかった」が、日本語教員全体で6％
見られることから、筆順指導の効果に懐疑的な日本語教員がいることがわかる。国語教育と比
べて日本語教育では、筆順指導の効果をあまり実感していないということである。 

【図⑥5―1】日本語教員全体

①
29％29％

②
27％27％

⑥
14％14％

⑨
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②
27％

③
2％

④
1％

⑥
14％

⑦
15％

⑧
11％

⑤
1％
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①字がきれいに書けるようになった
②字がはやく書けるようになった
③テストなどで答えられるようになった
④字の成り立ちがわかるようになった
⑤字が読めるようになった
⑥字を覚えるようになった
⑦何も変わらなかった
⑧その他
⑨無回答

 2.5.3．筆順指導を行わない理由について 

 　2.5.の質問で筆順指導を「③あまり行っていない」「④まったく行っていない」と回答した
日本語教員に、筆順指導を行っていない理由について、9つの選択肢（「①筆順を知らなくて
も字がきれいに書けるから」「②筆順を知らなくても字が書ければそれでよいから」「③筆順を
知らなくても字が読めればそれでよいから」「④書きやすい筆順で書いた方がよいから」「⑤筆
順を覚えるのがたいへんだから」「⑥筆順は自然に身につくものだから」「⑦テストなどに出る
ことはないから」「⑧筆順を教える時間がないから」「⑨その他」）を設け、複数回答可で尋ねた。
その結果を示すと、【図⑥5 ― 3】のようになる。 

 　【図⑥5 ― 3】より、日本語教員全体では、「⑧筆順を教える時間がないから」が25％で最も比
率が高い。国語教育（小学校教員・中学校教員）においても「筆順指導まで行う時間的余裕が
ない」という回答が多く見られており、日本語教育と同じであることがわかる。 

 　しかし、「⑧筆順を教える時間がないから」と同じ比率を示している「⑨その他」について、
その具体的な記述を見ると、「聴解、発音クラスを担当しているので、漢字を教えることがない」
「読むことの方を重視しているから」「細かすぎる指導は必要ないと考えているから」「漢字圏
の学生を教えているから（筆順を教える必要はない）」などの回答が見られる。日本語教員は、
書くことよりも話す（聞く）ことを重視していることがわかる。 

①筆順を知らなくても字がきれいに書けるから
②筆順を知らなくても字が書ければそれでよいから
③筆順を知らなくても字が読めればそれでよいから
④書きやすい筆順で書いた方がよいから
⑤筆順を覚えるのがたいへんだから
⑥筆順は自然に身につくものだから
⑦テストなどに出ることはないから
⑧筆順を教える時間がないから
⑨その他
⑩無回答

【図⑥5―2】日本語教員全体
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【図⑥5―3】日本語教員全体
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 2.6．筆順指導の必要性について 

 　筆順指導の必要性について、3つの選択肢（「①行うべき」「②
行わなくてよい」「③どちらでもない」）を設け、尋ねた。その
結果を示すと、【図⑥6】のようになる。 

 　【図⑥6】より、日本語教員全体では、「①行うべき」が51％
で最も比率が高く、半数以上の日本語教員が筆順指導が「必要
だ」と捉えている。ただし、51％という比率は、小学校教員全
体よりも36％、中学校教員全体よりも19％低い。2.5.3.の「筆
順指導を行わない理由」で述べたように、日本語教員は、書く
ことよりも話す（聞く）ことを重視しているために、国語教育
（小学校教員・中学校教員）より筆順指導の必要性を感じていないことがわかる。 

 2.6.1．筆順指導が必要である理由について 

 　2.6.の質問で筆順指導を「①行うべき」と回答した日本語教員に、筆順指導が必要な理由に
ついて、8つの選択肢（「①字がきれいに書けるようになるから」「②字が書きやすくなるから」
「③筆順を習うのはあたりまえだから」「④テストなど問題に出るから」「⑤字が読めるように
なるから」「⑥字の成り立ちがわかるから」「⑦字が覚えやすくなるから」「⑧その他」）を設け、
複数回答可で尋ねた。その結果を示すと、【図⑥6 ― 1】のようになる。 

 　【図⑥6 ― 1】より、日本語教員全体では、「②字が書きやすくなるから」が27％で最も比率が
高く、その次に「①字がきれいに書けるようになるから」が26％で続く。わずか1％の差であ
るが、「②字が書きやすくなるから」が「①字がきれいに書けるようになるから」よりも高い
比率を示しているのは、日本語教員全体だけである。日本語教員は、「きれいさ」よりも「書
きやすさ」を重視している。3番目に「⑦字が覚えやすくなるから」が高い比率を示している
ことも合わせて考えると、日本語教員はきれいに書くことも大切であるが、まずは漢字が書け
る（漢字を覚える）ことが必要だ（そのためには、筆順指導を行うとよい）と捉えていること
がわかる。 

①字がきれいに書けるようになるから
②字が書きやすくなるから
③筆順を習うのはあたりまえだから
④テストなどの問題に出るから
⑤字が読めるようになるから
⑥字の成り立ちがわかるから
⑦字が覚えやすくなるから
⑧その他
⑨無回答

 2.6.2．筆順指導に適切な時期について 

 　2.6.の質問で筆順指導を「①行うべき」と回答した日本語教員に、筆順指導を行うのに適切
な時期について、自由筆記で尋ねた。ただし、この質問に対する回答は、必須ではない。適切
な時期を自由に回答する形式をとったため、すべての日本語教員から回答が得られたわけでは
ないが、ここで得られた回答を見ると、すべて「漢字（日本語）を学び始めた初期段階（初級）」

【図⑥6】日本語教員全体

④無回答④無回答
0％0％

①行うべき①行うべき
51％51％

②行わなくてよい②行わなくてよい
10％10％

③どちらでもない③どちらでもない
39％39％

④無回答
0％

①行うべき
51％

②行わなくてよい
10％

③どちらでもない
39％

【図⑥6―1】日本語教育全体
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であった。 

 　「漢字を学び始めた初期段階」に筆順指導を行うということについては、第2部で述べた国
語教育（小学校・中学校）においても同じである。国語教育・日本語教育にかかわらず、筆順
指導は漢字学習の初期段階に行うものとして捉えられていることがわかる。 

 2.6.3．筆順指導が不必要である理由について 

 　2.6.の質問で筆順指導を「②行わなくてよい」と回答した日本語校教員に、筆順指導が必要
でない理由について、9つの選択肢（「①筆順を知らなくても字がきれいに書けるから」「②筆
順を知らなくても字が書ければそれでよいから」「③筆順を知らなくても字が読めればそれで
よいから」「④書きやすい筆順で書いた方がよいから」「⑤筆順を覚えるのがたいへんだから」
「⑥筆順は自然に身につくものだから」「⑦テストなどに出ることはないから」「⑧筆順を教え
る時間がないから」「⑨その他」）を設け、複数回答可で尋ねた。ただし、2.6.で「②行わなく
てよい」と回答した日本語教員は8人（比率は10％）と少ないため、実人数を【表10】に示す。 

 　【表10】より、日本語教員全体では、「②筆順を知らなくても字が書ければよいから」が5人
と最も多い。2.6.1.の「筆順指導が必要である理由」でも述べたように、日本語教員はきれい
に書くことよりも、まずは漢字が書ける（漢字を覚える）ことが必要だと捉えている。 

【表10】筆順指導が必要でない理由

①筆順を知らなくても字がきれいに書けるから 2人

②筆順を知らなくても字が書ければそれでよいから 5人

③筆順を知らなくても字が読めればそれでよいから 2人

④書きやすい筆順で書いた方がよいから 1人

⑤筆順を覚えるのはたいへんだから 1人

⑥筆順は自然に身につくものだから 0人

⑦テストなどに出ることはないから 1人

⑧筆順を教える時間がないから 2人

⑨その他 1人

⑩無回答 2人

 2.7．漢字を書くときの注意点について 

 　板書の際、漢字を書く上で注意している点について、
7つの選択肢（「①きれいさ（美しさ）」「②読みやすさ」
「③大きさ」「④はやさ（スピード）」「⑤書き順」「⑥何
も注意していない」「⑦その他」）を設け、複数回答可で
尋ねた。その結果を示すと、【図⑥7】のようになる。 

 　【図⑥7】より、日本語教員全体では、「②読みやすさ」
が28％で最も比率が高く、その次に「③大きさ」の
23％が続く。小学校教員全体・中学校教員全体では、「③
大きさ」の比率が最も高く、その次に「②読みやすさ」が続き、日本語教員全体の結果と順番
が逆となっている。しかし、「②読みやすさ」と「③大きさ」が重視されているという点では

【図⑥7】日本語教員全体

①きれいさ①きれいさ
11％11％

②読みやすさ②読みやすさ
28％28％
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④はやさ④はやさ
8％8％

⑤書き順⑤書き順
14％14％

⑥なにも注意⑥なにも注意
していないしていない

0％0％

⑧無回答⑧無回答
14％14％

⑦その他⑦その他
2％2％

①きれいさ
11％

②読みやすさ
28％

③大きさ
23％

④はやさ
8％

⑤書き順
14％

⑥何も注意
していない

0％

⑧無回答
14％

⑦その他
2％
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同じである。小学校教員・中学校教員と同様に、日本語教員も、日本語学習者に間違いなく正
確に読める漢字を書こうとしていることがわかる。 

 2.8．他人の筆順について 

 　自分と違う筆順で字を書く人を見てどのような印象を持つか
について、5つの選択肢（「①とてもよい印象を持つ」「②やや
よい印象を持つ」「③あまりよい印象は持たない」「④まったく
よい印象は持たない」「⑤別に何も思わない（よい印象も悪い
印象も持たない）」）を設け、尋ねた。その結果を示すと、【図
⑥8】のようになる。 

 　【図⑥8】より、日本語教員全体では、「③あまりよい印象は
持たない」と「④まったくよい印象は持たない」を合わせた比
率が49％、「⑤別に何も思わない」の比率が47％でほぼ同じで
ある。日本語教員全体の「③あまりよい印象は持たない」と「④まったくよい印象は持たない」
を合わせた「よい印象は持たない」の比率は、小学校教員全体・中学校教員全体よりも13％
低く、日本語教員全体の方が、小学校教員全体・中学校教員全体よりも他人の筆順に対して寛
容であることがわかる。これは、2.6.1.の「筆順指導が必要である理由」や2.6.3.の「筆順指導
が不必要である理由」で述べたように、日本語教員はきれいに書くことよりも、まずは漢字が
書ける（漢字を覚える）こと自体を優先しているためである。「きれいさ」や「筆順」は二の
次として捉えられているということである。 

 2.9．漢字指導上の苦労について 

 　漢字指導上の苦労の有無について、2つの選択肢（「①苦労
がない」「②苦労がある」）を設け、尋ねた。その結果を示すと、
【図⑥9】のようになる。 

 　【図⑥9】より、日本語教員全体では、「②苦労がある」の比
率が63％で、半数を超えている。この63％という比率は、小
学校教員全体・中学校教員全体よりも高い。日本語を母語とし、
常に漢字に触れている日本語母語話者を指導する国語教育と、
日本語を外国語として学ぶ日本語学習者を指導する日本語教育
との違いが、この結果に見られる。 

 　「②苦労がある」についての記述を見ると、国語教育と同様に「漢字学習にあてられる時間
的余裕がない」「音読みや訓読みなど複数の読みがある字を覚えさせるのがたいへん」「覚えな
ければならない字が多いため、学習者の負担が大きい」などの回答があった。しかし、それ以
上に「学習者にとって漢字学習はおもしろくない学習になりやすい（単調な学習になりやすい）」
「漢字学習に興味を持たせにくい」などの回答が多く、日本語教員は、漢字学習にいかに興味・
関心を持たせるかで苦心していることがわかる。 

 　また、「漢字圏と非漢字圏とで漢字学習に対する意欲や習熟度が異なる」「漢字圏と非漢字圏
の学習者が同じ教室にいると指導しにくい」「漢字圏の学習者に母語との違いを理解させるの
が難しい」という回答もあり、漢字文化圏と非漢字文化圏とで苦労する点が異なっていること

【図⑥8】日本語教員全体

③無回答
8％

⑤別に何も⑤別に何も
思わない思わない
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③あまりよい印象③あまりよい印象
は持たないは持たない

46％46％

④まったくよくない④まったくよくない
3％3％

①苦労がない
29％

②苦労がある
63％

②ややよい
印象を持つ
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【図⑥9】日本語教員全体
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もわかる。 

 2.10．『筆順指導の手びき』の認知について 

 　現在、筆順指導の基準となっている『筆順指導の手びき』
（昭和33（1958）年、文部省）を知っているかどうか（そこ
で示されている筆順は、あくまで指針であって絶対的なもの
ではないということ）について、2つの選択肢（「①知って
いた」「②知らなかった」）を設け、尋ねた。その結果を示す
と、【図⑥10】のようになる。 

 　【図⑥10】より、日本語教員全体では、「①知っていた」
の比率が61％で、半数以上の日本語教員が知っている。こ
の61％という比率は、小学校教員全体・中学校教員全体よ
りも20％以上も高い比率であり、専門教科を国語とする中学校教員とほぼ同じである。日本
語を専門とすることから、中学校教員国語と同様に、高い認知度となっている。 

 　2.8.の「他人の筆順」で日本語教員全体が小学校教員・中学校教員よりも他人の筆順に対し
て寛容であることを述べたが、そのような認識となるのは、『筆順指導の手びき』の筆順があ
くまで一つの基準であるということをよく知っているからと考えられる。 

 2.10.1．『筆順指導の手びき』認知後の変化について 

 　2.10.で『筆順指導の手びき』を「②知らなかった」と回
答した日本語教員に、『筆順指導の手びき』が「現在の筆順
の基準になっているということ」「そこで示されている筆順
は、あくまで指針であって絶対なものではないということ」
を知って、心境の変化があったかどうかについて、2つの選
択肢（「①変化はない」「②変化があった」）を設け、尋ねた。
その結果を示すと、【図⑥10 ― 1】のようになる。 

 　【図⑥10 ― 1】より、日本語教員全体では、「①変化はない」
の比率がやや多いものの、「①変化はない」と「②変化があっ
た」の比率がほぼ同じである。「②変化があった」の41％という比率については、小学校教員
全体・中学校教員全体よりも20％ほど高い。 

 　「②変化があった」と回答した日本語教員の具体的な記述を見ると、「筆順を、無理に教える
必要はないと思うようになった」「筆順指導をしていないことに少し後ろめたさがあったが、
気にしなくてもいいと思えるようになった」「現在示されている筆順以外を知りたい」「自分が
正しく書けているわけでないので安心した」などの回答があり、『筆順指導の手びき』のこと
を知ることで、日本語教員がこれまで感じていた負担感を減少させることができている。 

 　また、「それならば漢字検定8級に筆順の練習問題はいるのかいらないのか……疑問に思い
ます。それに、たまに中学校のテストにも筆順の問題が出ているようですが、それも疑問に思
います。」という回答もあり、筆順（指導）が本当に必要かどうかを考え直す契機となっている。
半数近くの日本語学習者は、『筆順指導の手びき』のことを知って何らかの変化を起こしてい
ることから、あたかも絶対的な規範として認識されている現在の筆順指導の在り方について考

【図⑥10―1】日本語教員全体
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41％
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4％4％

①知って①知って
いたいた
61％61％

②知らな②知らな
かったかった
35％35％

③無回答
4％

①知って
いた
61％

②知らな
かった
35％

【図⑥10】日本語教員全体
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え直すためには、まずは『筆順指導の手びき』のことを知る必要があると言える。 

 おわりに 

 　これまで国語教育及び日本語教育において漢字学習者・漢字指導者を対象に行ったアンケー
ト調査の結果を分析してきた。そこで明らかになった主なものをまとめると、次のようになる。 

 （1 ）漢字学習が「好き」の比率は、日本語学習者、小学生、中学生の順に高くなる（ただ
し、小学生・中学生は、「どちらでもない」の比率が最も高い）。 

 （2 ）漢字を書くときに注意する点について、漢字学習者（小学生・中学生・日本語学習者）
は「きれいさ」「読みやすさ」を重視するのに対して、漢字指導者（小学校教員・中学
校教員・日本語教員）は、「読みやすさ」「大きさ」を重視する。「読みやすさ」は共通
するが、漢字指導者が「大きさ」に注意するのは、学習者に間違いなく読める漢字を書
こうとするためである。 

 （3 ）筆順指導を受ける（受けてきた）比率は、小学生・中学生では80％以上で非常に高い。
受ける（受けてきた）期間は、主に小学校の間である。日本語学習者においても、70％
以上と非常に高い比率で筆順指導を受けており、漢字文化圏よりも非漢字文化圏の方が
筆順指導を受ける比率が高い。 

 （4 ）筆順指導を行う比率は、中学校教員よりも小学校教員の方が高い。それは、小学校教
員がすべての教科（国語）を指導するため、筆順指導を行う機会があるのに対して、中
学校教員は専門教科のみを指導するため、専門教科が国語以外の教員は、筆順指導を行
う機会がないからである。日本語教員で筆順指導を行っている比率は、小学校教員と中
学校教員の中間になる。 

 （5 ）筆順指導を受ける理由、また行う理由は、小学生・中学生・小学校教員・中学校教員・
日本語学習者・日本語教員すべてに共通して、「字がきれいに書けるようになるから」「字
が書きやすくなるから」の比率が高い。 

 （6 ）筆順指導を受けることによって起きた変化、また行うことによって起きた変化は、小
学生・中学生・小学校教員・中学校教員・日本語学習者・日本語教員すべてに共通して、
「字がきれいに書けるようになった」の比率が高い。 

 （7 ）筆順指導を受けてこなかった学習者のうち、小学生・中学生は「筆順指導を受けたい
とも受けたくないとも思っていない」の比率が最も高く、日本語学習者（主に漢字文化
圏）は「筆順指導を受けたくない」の比率が最も高い。 

 （8 ）筆順指導を行わなかった理由は、小学校教員・中学校教員・日本語教員すべてに共通
して「指導する時間的余裕がないから」という回答が最も多い。 

 （9 ）筆順指導について、小学生・小学校教員・中学校教員・日本語学習者では、70％以上
の比率で「必要だ」と回答しているのに対して、中学生・日本語教員では50％程度と
低い。 

 （1 0）筆順指導が必要な理由は、小学生・中学生・小学校教員・中学校教員・日本語学習者・
日本語教員すべてに共通して、「字がきれいに書けるようになるから」「字が書きやすく
なるから」の比率が高く、筆順指導を受ける理由・筆順指導を行う理由と同じである。 

 （1 1）筆順指導を行うのに適切な時期は、国語教育・日本語教育ともに漢字学習初期段階
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という回答が多い。ただし、小学生は、「小学校から高校まで」の比率が最も高く、長
期間に渡って学習する必要性を感じている。 

 （1 2）筆順指導が不必要な理由は、小学生では「書きやすい筆順で書いた方がよいから」
の比率が高く、中学生・日本語学習者では「筆順を知らなくても字が書ければそれでよ
いから」の比率が高い。 

 （1 3）学校で習う（自分と違う）筆順で字を書く人に対して、小学生・中学生・日本語学
習者・日本語教員は「別に何も思わない」が50％程度で最も高く、半数の人が特に気
にしていないのに対して、小学校教員・中学校教員は、60％以上の比率で「よくない」
印象を持っており、他人の筆順に対して厳しく見ている。 

 （1 4）漢字学習上の苦労について、小学生・中学生では「苦労がある」の比率が50％程度
で半数の学習者が苦労を感じているが、日本語学習者は30％程度で、あまり苦労を感
じていない。ただし、「苦労がない」と回答した日本語学習者の大半が漢字文化圏の学
習者であり、非漢字文化圏の学習者だけで見ると60％以上が「苦労がある」と回答し
ている。漢字指導上の苦労については、小学校教員・日本語教員では「苦労がある」の
比率が高いのに対して、中学校教員では低い。 

 （1 5）『筆順指導の手びき』のことについて、小学校教員国語・日本語教員では50％以上
の比率で知っているが、中学校教員では20％程度である。ただし、知らなかった教員
が『筆順指導の手びき』のことを知った後、小学校教員・中学校教員ではあまり心境の
変化がなかったが、中学校教員国語・日本語教員では半数近くの教員に「無理に筆順を
指導する必要がないと思うようになった」という心境の変化が起きている。 

 　これらの分析結果を見ると、国語教育・日本語教育における筆順指導の実態及び筆順指導に
対する意識について、かなりの部分が明らかになったことがわかる。従来、筆順に関する研究
は、外田久美・押木秀樹・龍岡亮二・前田和昭（2002）が述べるように、「規範とされる筆順
に関する研究」「規範とされる筆順等に含まれる合理性や意義に関する研究」「筆順の実態に関
する研究」「筆順指導それ自体に関する研究」が主であり、「筆順指導の実態や意識」について
は研究が非常に遅れている。そのような中で、「筆順指導の実態や意識」に焦点をあてた研究
を行うことで、上記のような分析結果を明らかにすることができた。 

 　また、上記の分析結果を見ると、相違点もあるものの、国語教育と日本語教育とで共通して
いる点が多いことに気付く。従来、筆順に関する研究の大半は、日本語母語話者が研究対象者
であり、日本語を外国語として学ぶ日本語学習者を対象とした研究は非常に少ない。斎藤明・
坂根慶子（1989）が指摘しているように、日本語教育では、話題として筆順のことがあがるこ
とはあっても、研究として行われてこなかった。そのような中、今回の研究では、国語教育だ
けでなく日本語教育にまで調査範囲を広げ、国語教育と日本語教育の共通点・相違点を明らか
にすることができた。 

 　さらに、本研究では、従来の研究のように漢字学習者だけ、あるいは漢字指導者だけではな
く、漢字学習者・漢字指導者の両者を対象に調査を行うことで、漢字学習者と漢字指導者の状
況を比較検討することもできた。この点も、本研究の大いな成果と言えよう。 

 　以上の分析結果から、国語教育において学校で学んだ筆順があたかも「正しい筆順＝絶対的
なもの」と認識されている原因が、小学校教員の筆順に対する規範意識の高さにあることが明
らかになった。小学校教員は、筆順指導は行うべきものと捉えており、それゆえ学校で習った
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筆順以外で書く人に対しては厳しく見ている。この影響を学習者（小学生）は受け、学校で学
ぶ筆順は「正しい筆順＝絶対的なもの」と捉えるようになるのである。 

 　特に小学校低学年の時期は、学校の先生が言うことを正しいものとして無条件に受け入れる
時期である。その時期は、漢字を学び始め、筆順指導が特に行われる時期と同じである。確か
に、漢字学習初期段階で好き勝手に書いてよいという指導は行いにくく、何か一つの指針があ
る方が指導としては行いやすい。しかし、小学校教員が、どのような立場で指導を行うかによっ
て、小学生の認識は大きく変わる。特に小学校低学年の時期は重要な時期である。この時期に、
小学校教員は、筆順に対して規範意識を高く持ったまま指導を行ってよいのだろうか。 

 　小学校教員は、筆順指導を行う理由として、「字がきれいに書けるようになる」「字が書きや
すくなる」ことをあげている。しかし、何も筆順を学ばなくても、「きれいに」「書きやすく」
書く方法は他にもあるはずである。しかも、現在指導されている筆順は、右利きの人用に作ら
れたものであって、左利きの人のことは考慮に入っていないため、決して書きやすいものとは
言えない。現在、小学校教員を中心に行われている筆順指導は、従来行われていたものを無批
判的に踏襲しているだけではないだろうか。パソコンや携帯電話など電子機器の発達によって、
小学生でも簡単に漢字変換できる時代にあって、従来のままの筆順指導を行っていく必要はな
い。日本語母語話者だけでなく日本語学習者も日本語（漢字）を学ぶ時代だからこそ筆順指導
を行うべきなのか、その意義を見直す時期にきている。 

 　そのためにも、まずは、指導する側の教員自体が、現在学校で学ぶ筆順が一つの指針に過ぎ
ないことを知ることから始めてみる必要がある。回答者数としては決して多くはないものの、
現在学校で指導する筆順が一つの指針であること（『筆順指導の手びき』のこと）を知らなかっ
た教員が、そのことを知ることで「無理に筆順指導を行う必要がないと思うようになった」と
心境に変化が起きている。学習者に影響を与える教員自身が知ることで、考えが変わるのであ
る。 

 　今後もますますグローバル化が進み、日本語を外国語として学ぶ日本語学習者の数が増加し
ていくことが予測される。その中で、従来のままの筆順指導は成り立たない。今後の筆順指導
の在り方ひいては漢字指導の在り方を考えていくためには、日本語母語話者も日本語学習者も、
「日本語」を媒介として同じように学ぶことのできる「日本語教育のユニバーサルデザイン化」
が必要となってくる。 

 　本研究は、荒削りな部分も多く問題も残されている。しかし、従来の研究にはない新たな視
点から研究することで、多くのことを明らかにすることができた。それらの研究成果が、「日
本語教育のユニバーサルデザイン化」構築に寄与することを期待し、筆を擱きたい。 
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